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は じ め に

がん検診の精度向上を一層高めるため、平成６年度に「がん検診精度確保事業」が開始されました。

その事業の一環として各がん検診に関する全ての記録を一括してまとめ、鳥取県におけるがん検診の

実態を総括する意味で平成７年３月に第１報を発刊いたしました。今回は第８報となります。

平成１０年度からはがん検診事業費が一般財源化され、市町村の自主判断に委ねられたことにより受

診率が減少傾向にあることなど、時代の推移にともなっていろいろな事態が発生しました。こうした

状況を、各がん対策専門委員会において分析し、検討されているところであります。

しかし一方、他県に先駆け、平成７年度からは肝臓がん検診の実施、平成１２年９月からは胃がん一

次検診における内視鏡検査の導入、講習会の強化、登録条件の見直しなど、鳥取県独自の方式により

質的向上が図られつつあると共に、鳥取県母子保健対策協議会の設置に伴う母子保健推進体制の整備、

平成１３年度からのアレルギー対策事業の導入など、新しい時代にむけての新たな取り組みをおこなっ

ております。

また、厚生労働省は平成１４年度より基本健康診査への肝炎ウイルス検査を導入することとしました。

鳥取県は従来の肝臓がん検診及び陽性者へのフォローアップ事業を継続し、新規事業と併せて行って

行くこととなりました。

昭和４６年１月、県民の健康保持増進に寄与することを目的に設立されました「鳥取県健康対策協議

会」は平成１３年１月を以って３０周年を迎えました。

この３０周年を契機として、今後益々激しく変貌していくことが予想される健康や環境の問題に素早

く対処し、地域住民の「健康で心豊かな生活」のために努力して行きたいと存じます。

本書は不備な点もあるかと思いますが、精度管理向上の一助となれば幸いです。

平成１４年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 長 田 昭 夫
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Ⅱ．平成１２年度各がん検診事業実績



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数）は

１７２，８２５人で、このうち受診者数はＸ線検査３６，７０６人、平成１２年度より導入した内視鏡検査は３，６５１人

で合計４０，３５７人であった。受診率は２３．４％であった。平成１１年度より受診者数は５７４人増加し、受診

率は０．５ポイント増加した。

検査の結果、胃がんまたは胃がん疑いであった者は８７人発見され（Ｘ線検査６４人、内視鏡検査２３人）、

がん発見率は０．２２％で前年度より０．０１ポイント減少した。

Ｘ線検査でのがん発見率は０．１７％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．６３％で３．７倍も高かった。

平成１２年度の全国平均は受診率１３．０％、要精検率１１．８％、がん発見率０．１８％で、鳥取県がいずれも

上回っている。

（１） Ｘ線検査は３９市町村で実施され、受診者数は３６，７０６人で、受診率は２１．２％であった。

一次検診の要精検者は５，１５０人、要精検率は１４．０％で、前年度より２．２ポイント減少した。

このうち、精密検査を受診したのは３，７６６人、精検受診率は７３．１％で、前年度より２．６ポイントも減

少した。特に病院の精検受診率が６６．０％と非常に低い。

精検結果は、胃がんまたは胃がん疑いであった者は６４人、胃がん発見率は０．１７％であった。

依然として４市の受診率は非常に低い。特に平成１０年度に７０歳以上を対象者から外したため大幅に

受診者数が減少した倉吉市は、平成１１年度より４０～６９歳の自己負担額の半額で７０歳以上も検診を実施

することにしたが、平成９年度の受診者数の約６割しか受診しておらず、受診者数の回復はできてい

ない状況である。

（２） 内視鏡検査は平成１２年９月より導入することとなり、１４市町村で実施した。

受診者数は３，６５１人で、検査結果は胃がんまたは胃がん疑いであった者は２３人が発見され、発見率

は０．６３０％であった。

２．胃がん検診発見胃がん追跡調査結果
平成１２年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは８１例

（一次検査がＸ線検査：車検診３４例、施設検診３２例、一次検査内視鏡検査：１５例）であった。

このうち切除例は７６例（うち内視鏡切除１３例を含む）で、内訳は早期がん５８例（車検診２４例、施設

検診２２例、内視鏡検査１２例）、進行がん２３例（車検診１０例、施設検診１０例、内視鏡検査３例）で、早

期がん率は７１．６％で、平成１１年度より８．２％も高かった。

性・年齢別では、男性５１例、女性３０例であった。

切除例の大きさは２㎝以内が４０．５％であった。車検診では２４．２％、施設検診では５５．２％、内視鏡検

査では５０．０％であった。

早期がん肉眼分類は「Ⅱc」が５８．６％を占め、進行がんの肉眼分類ではBorrⅡ型が３９．１％と多かっ

た。切除例の深達度では「t１」が７１．６％を占めた。

東部の発見がん率が０．１６３％と低い。これは、鳥取市の精検受診率が６５．３％と低いことがその一因

ではないかと思われる。鳥取市保健師さんの協力のもとに受診勧奨に努めていく必要がある。

３
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（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度
平成１２年度

Ｘ 線 内視鏡 合 計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １７６，８１６ １８３，６６２ １７５，６１２ １７１，２５０ １７４，０２１ １７２，８２５

受 診 者 数（人） ４６，９２３ ４４，８３１ ４４，１９２ ４１，１６５ ３９，７８３ ３６，７０６ ３，６５１ ４０，３５７

受 診 率（％） ２６．５ ２４．４ ２５．２ ２４．０ ２２．９ ２３．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３７，４２１ ３６，０７２ ３５，７８２ ３３，６３９ ３３，３１９ ３１，５５６

要 精 検（人） ９，５０２ ８，７５９ ８，４１０ ７，５２６ ６，４６４ ５，１５０

要精検者の割合（％） ２０．３ １９．５ １９．０ １８．３ １６．２ １４．０

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ７，４０４ ６，６５９ ６，５２３ ５，６７１ ４，８９４ ３，７６６

受 診 率（％） ７７．９ ７６．０ ７７．６ ７５．４ ７５．７ ７３．１

精密検査結果
胃がん又はがんの
疑いのある者 （人） １２１ １１４ １０３ ９５ ９０ ６４ ２３ ８７

胃がん発見率（％） ０．２６ ０．２５ ０．２３ ０．２３ ０．２３ ０．１７ ０．６３ ０．２２

（２） 平成１２年度胃がんＸ線検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一次検診受診者数

（人）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％）
要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ６４７ １，１４０ １１２ １０６ ５３５ １，０３４ １７．３ ９．３

４５～４９ ７８１ １，５３２ １４３ １４２ ６３８ １，３９０ １８．３ ９．３

５０～５４ １，０７２ ２，５２７ ２０５ ２３９ ８６７ ２，２８８ １９．１ ９．５

５５～５９ ９１８ ２，６１７ １５８ ２４４ ７６０ ２，３７３ １７．２ ９．３

６０～６４ １，８０６ ４，００１ ３３６ ４７５ １，４７０ ３，５２６ １８．６ １１．９

６５～６９ ２，７１８ ４，８６３ ４９８ ５６６ ２，２２０ ４，２９７ １８．３ １１．６

７０～７４ ２，５０６ ４，０１２ ４７２ ５１８ ２，０３４ ３，４９４ １８．８ １２．９

７５～７９ １，５７２ ２，１９０ ２９２ ２９５ １，２８０ １，８９５ １８．６ １３．５

８０歳以上 ７７０ １，０３４ １６６ １８３ ６０４ ８５１ ２１．６ １７．７

計 １２，７９０ ２３，９１６ ２，３８２ ２，７６８ １０，４０８ ２１，１４８ １８．６ １１．６

合 計 ３６，７０６ ５，１５０ ３１，５５６ １４．０

４



２）胃がんＸ線検診精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ６９ ７９ ６１．６ ７４．５ ２５ ３０ ４４ ４７ ０ ０ ０ ２ ０．０００ ０．１７５

４５～４９ ８６ １１０ ６０．１ ７７．５ ２５ ４１ ６０ ６９ ０ ０ １ ０ ０．１２８ ０．０００

５０～５４ １１８ １７７ ５７．６ ７４．１ ３０ ７０ ８６ １０７ ０ ０ ２ ０ ０．１８７ ０．０００

５５～５９ １０１ １８１ ６３．９ ７４．２ ２０ ６０ ８０ １２１ ０ ０ １ ０ ０．１０９ ０．０００

６０～６４ ２２９ ３５５ ６８．２ ７４．７ ６６ １２９ １５８ ２２４ ０ １ ５ １ ０．２７７ ０．０５０

６５～６９ ３５５ ４４０ ７１．３ ７７．７ １１９ １４３ ２２７ ２９１ １ ０ ８ ６ ０．３３１ ０．１２３

７０～７４ ３５０ ４０６ ７４．２ ７８．４ １０３ １２８ ２４０ ２７２ ０ ０ ８ ６ ０．３１９ ０．１５０

７５～７９ ２２４ ２３５ ７６．７ ７９．７ ５６ ６９ １６１ １６１ ０ ０ ６ ５ ０．３８２ ０．２２８

８０歳以上 １１７ １３４ ７０．５ ７３．２ ２７ ４１ ８６ ８６ ０ ０ ４ ７ ０．５１９ ０．６７７

計 １，６４９ ２，１１７ ６９．２ ７６．５ ４７１ ７１１ １，１４２ １，３７８ １ １ ３５ ２７ ０．２８１ ０．１１７

合 計 ３，７６６ ７３．１ １，１８２ ２，５２０ ２ ６２ ０．１７４

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ７，４６１ １３，７８２ １，２４２ １，２６１ ６，２１９ １２，５２１ １６．６ ９．１

中国労働衛生協会 ２１２ ３２１ ２２ ３３ １９０ ２８８ １０．４ １０．３

病 院 １，６４４ ２，９４３ ４５３ ５６８ １，１９１ ２，３７５ ２７．６ １９．３

診 療 所 ３，４７３ ６，８７０ ６６５ ９０６ ２，８０８ ５，９６４ １９．１ １３．２

計 １２，７９０ ２３，９１６ ２，３８２ ２，７６８ １０，４０８ ２１，１４８ １８．６ １１．６

合 計 ３６，７０６ ５，１５０ ３１，５５６ １４．０

ｂ．精密検査結果

一 次 検 診
機 関

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ８９２ １，０５０ ７１．８ ８３．３ ２６０ ３８２ ６１４ ６５４ １ １ １７ １３ ０．２４１ ０．１０２

中国労働衛生協会 １４ ２５ ６３．６ ７５．８ ４ ６ ９ １９ ０ ０ １ ０ ０．４７２ ０．０００

病 院 ２８２ ３９２ ６２．３ ６９．０ １０５ １３９ １７２ ２４９ ０ ０ ５ ４ ０．３０４ ０．１３６

診 療 所 ４６１ ６５０ ６９．３ ７１．７ １０２ １８４ ３４７ ４５６ ０ ０ １２ １０ ０．３４６ ０．１４６

計 １，６４９ ２，１１７ ６９．２ ７６．５ ４７１ ７１１ １，１４２ １，３７８ １ １ ３５ ２７ ０．２８１ ０．１１７

合 計 ３，７６６ ７３．１ １，１８２ ２，５２０ ２ ６２ ０．１７４

５
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００
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（３） 平成１２年度胃がん内視鏡検診

１）年齢階級別結果

年 齢

一 次 検 診
受 診 者 数
（人）

検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ５９ ８２ ３２ ４２ ２７ ４０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ６１ ９２ ３２ ５８ ２９ ３３ ０ １ ０ ０ ０．０００ １．０８７

５０～５４ １２０ １８２ ５８ １０２ ６２ ７７ ０ ０ １ ３ ０．８３３ １．６４８

５５～５９ ９２ ２１６ ４９ １１９ ４２ ９７ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

６０～６４ １９１ ３６０ ８６ ２０３ １０５ １５７ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

６５～６９ ３２８ ４８７ １５７ ２７６ １６９ ２０９ １ ０ １ ２ ０．６１０ ０．４１１

７０～７４ ２８１ ３９４ １３８ ２４３ １３７ １５０ ２ ０ ４ １ ２．１３５ ０．２５４

７５～７９ １８５ ２９８ ９６ １６２ ８６ １３６ ０ ０ ３ ０ １．６２２ ０．０００

８０歳以上 ８８ １３５ ４５ ７３ ３９ ６２ １ ０ ３ ０ ４．５４５ ０．０００

計 １，４０５ ２，２４６ ６９３ １，２７８ ６９６ ９６１ ４ １ １２ ６ １．１３９ ０．３１２

合 計 ３，６５１ １，９７１ １，６５７ ５ １８ ０．６３０

２）検診機関別結果

検診機関

一 次 検 診
受 診 者 数
（人）

検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

病 院 ３５４ ４１２ １５１ １５８ ２０１ ２５１ ０ １ ２ ２ ０．５６５ ０．７２８

診 療 所 １，０５１ １，８３４ ５４２ １，１２０ ４９５ ７１０ ４ ０ １０ ４ １．３３２ ０．２１８

計 １，４０５ ２，２４６ ６９３ １，２７８ ６９６ ９６１ ４ １ １２ ６ １．１３９ ０．３１２

合 計 ３，６５１ １，９７１ １，６５７ ５ １８ ０．６３０

７



３）平成１２年度胃がん内視鏡検診受診状況

市 町

村 名

検 査 結 果 別 人 員
がん発見率（％）

Ｇ＝（Ｄ＋Ｅ）／Ａ
受 診 者 数

Ａ

異常認めず

Ｂ

そ の 他 の
疾 病

Ｃ

が ん 疑 い

Ｄ

が ん

Ｅ

有 所 見 者
総 計
Ｆ＝Ｃ＋Ｄ＋Ｅ

鳥 取 市 ６１４ １７２ ４３９ ２ １ ４４２ ０．４８９

米 子 市 ２，２４４ １，３７５ ８５３ ３ １３ ８６９ ０．７１３

倉 吉 市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

境 港 市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

国 府 町 １３ ３ １０ ０ ０ １０ ０．０００

岩 美 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

福 部 村 ２２ ２０ ２ ０ ０ ２ ０．０００

郡 家 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

船 岡 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

河 原 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

八 東 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

若 桜 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

用 瀬 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

佐 治 村 １４４ ９７ ４７ ０ ０ ４７ ０．０００

智 頭 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

気 高 町 １６６ ６３ １０２ ０ １ １０３ ０．６０２

鹿 野 町 ７２ ５５ １７ ０ ０ １７ ０．０００

青 谷 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

羽 合 町 １８ ５ １２ ０ １ １３ ５．５５６

泊 村 １１２ ５０ ６１ ０ １ ６２ ０．８９３

東 郷 町 ２７ １３ １４ ０ ０ １４ ０．０００

三 朝 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

関 金 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

北 条 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

大 栄 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

東 伯 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

赤 碕 町 ４３ ３０ １３ ０ ０ １３ ０．０００

西 伯 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

会 見 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

岸 本 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

日 吉 津 村 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

淀 江 町 ４０ １８ ２２ ０ ０ ２２ ０．０００

大 山 町 １９ １０ ９ ０ ０ ９ ０．０００

名 和 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

中 山 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

日 南 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

日 野 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

江 府 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ―

溝 口 町 １１７ ６０ ５６ ０ １ ５７ ０．８５５

合 計 ３，６５１ １，９７１ １，６５７ ５ １８ １，６８０ ０．６３０

８



（４） 平成１２年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市 町

村 名

対象者数

Ａ

受 診 者 数 Ｘ線検診精密検査及内視鏡検診結果別人員

Ｘ 線
受診者
Ｂ

内視鏡
受診者
Ｃ

計

Ｄ＝Ｂ＋Ｃ

受診率
（％）
Ｅ＝Ｄ／Ａ

異 常
認めず
Ｆ

その他
の疾病
Ｇ

が ん
疑 い
Ｈ

が ん

Ｉ

異常者
総 計
Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ

がん発見率
（％）

Ｋ＝（Ｈ＋Ｉ）／Ｄ

鳥 取 市 ３８，０００ ５，７４３ ６１４ ６，３５７ １６．７ ３６９ ８７７ ２ １２ ８９１ ０．２２０

米 子 市 ３９，０９５ ５，８６２ ２，２４４ ８，１０６ ２０．７ １，５４７ １，３５３ ３ ２７ １，３８３ ０．３７０

倉 吉 市 １１，６４４ １，６８３ ０ １，６８３ １４．５ ８３ １３６ １ ３ １４０ ０．２３８

境 港 市 １１，４５１ １，５９６ ０ １，５９６ １３．９ ３８ １５２ ０ ５ １５７ ０．３１３

国 府 町 １，２６３ ６６１ １３ ６７４ ５３．４ ３０ ６１ ０ ０ ６１ ０．０００

岩 美 町 ３，０５１ １，０２９ ０ １，０２９ ３３．７ ３４ ５４ ０ ２ ５６ ０．１９４

福 部 村 ８９０ ３０６ ２２ ３２８ ３６．９ ３２ １１ ０ １ １２ ０．３０５

郡 家 町 １，８８３ ８７２ ０ ８７２ ４６．３ ２３ ４６ ０ ０ ４６ ０．０００

船 岡 町 １，６０７ ５０９ ０ ５０９ ３１．７ １３ １４ ０ ２ １６ ０．３９３

河 原 町 ３，３２８ ７０３ ０ ７０３ ２１．１ ２０ ５４ ０ ２ ５６ ０．２８４

八 東 町 １，７９８ ６２５ ０ ６２５ ３４．８ １６ ３６ ０ １ ３７ ０．１６０

若 桜 町 １，４７９ ４４４ ０ ４４４ ３０．０ ７ １７ ０ ０ １７ ０．０００

用 瀬 町 １，８０８ ３９０ ０ ３９０ ２１．６ ６ １４ ０ ０ １４ ０．０００

佐 治 村 １，１３２ ２５１ １４４ ３９５ ３４．９ １０８ ６１ ０ ０ ６１ ０．０００

智 頭 町 ５，４８８ １，１０６ ０ １，１０６ ２０．２ ２４ ５２ ０ ２ ５４ ０．１８１

気 高 町 ２，０８７ ８２５ １６６ ９９１ ４７．５ １２０ １５３ １ １ １５５ ０．２０２

鹿 野 町 １，６８１ ６３０ ７２ ７０２ ４１．８ ６８ ３０ ０ １ ３１ ０．１４２

青 谷 町 ３，１２８ ８３９ ０ ８３９ ２６．８ ３４ ４７ ０ ０ ４７ ０．０００

羽 合 町 １，０８６ ５７４ １８ ５９２ ５４．５ ２１ ７０ ０ ３ ７３ ０．５０７

泊 村 ７０４ １７０ １１２ ２８２ ４０．１ ６４ ７０ ０ １ ７１ ０．３５５

東 郷 町 １，９０２ ５４５ ２７ ５７２ ３０．１ ３３ ５７ ０ ０ ５７ ０．０００

三 朝 町 １，７１０ ６９０ ０ ６９０ ４０．４ ２８ ６８ ０ ２ ７０ ０．２９０

関 金 町 １，０１３ ４５４ ０ ４５４ ４４．８ ３１ ４５ ０ ２ ４７ ０．４４１

北 条 町 ２，０９２ ５７５ ０ ５７５ ２７．５ １２ ３９ ０ ３ ４２ ０．５２２

大 栄 町 ２，１５７ ９２０ ０ ９２０ ４２．７ ６０ ５４ ０ １ ５５ ０．１０９

東 伯 町 ４，６６１ １，２５９ ０ １，２５９ ２７．０ ２５ ７５ ０ １ ７６ ０．０７９

赤 碕 町 ２，８３５ ７８７ ４３ ８３０ ２９．３ ６１ ７７ ０ ０ ７７ ０．０００

西 伯 町 ９９８ ４６２ ０ ４６２ ４６．３ １１ ３０ ０ １ ３１ ０．２１６

会 見 町 １，６７９ ３１９ ０ ３１９ １９．０ ３ １８ ０ ０ １８ ０．０００

岸 本 町 ３，１００ ５９０ ０ ５９０ １９．０ １２ ３７ ０ １ ３８ ０．１６９

日吉津村 ６０６ ３８０ ０ ３８０ ６２．７ ８ ２１ ０ ０ ２１ ０．０００

淀 江 町 ３，５５９ ６８７ ４０ ７２７ ２０．４ ３４ ７２ ０ ０ ７２ ０．０００

大 山 町 ２，１６８ ５２９ １９ ５４８ ２５．３ ２９ ４９ ０ １ ５０ ０．１８２

名 和 町 １，４８４ ４５２ ０ ４５２ ３０．５ １７ ２２ ０ ０ ２２ ０．０００

中 山 町 １，６４８ ４４４ ０ ４４４ ２６．９ １０ １９ ０ １ ２０ ０．２２５

日 南 町 ３，４４５ １，０３５ ０ １，０３５ ３０．０ ３３ ５２ ０ ２ ５４ ０．１９３

日 野 町 １，４８１ ５４３ ０ ５４３ ３６．７ ５ ３０ ０ ０ ３０ ０．０００

江 府 町 ２，４６１ ５４５ ０ ５４５ ２２．１ １１ ３２ ０ １ ３３ ０．１８３

溝 口 町 １，２２３ ６７２ １１７ ７８９ ６４．５ ７３ ７２ ０ １ ７３ ０．１２７

合 計 １７２，８２５ ３６，７０６ ３，６５１ ４０，３５７ ２３．４ ３，１５３ ４，１７７ ７ ８０ ４，２６４ ０．２１６

９



（５） 平成１２年度胃がん検診発見胃がん患者追跡調査報告

表１ 報告胃がん追跡調査

地 区

検診別

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 １６ ７ ３ １０ ４ １ ８ ２１ １１

２６ １５ ４０ ８１

癌 発 見 率 ０．１６３（０．２９１） ０．１９１（０．５００） ０．２４２（０．４５５） ０．２０１

早 期 癌 １２ ５ ２ ７ ２ １ ５ １５ ９ ５８

（％） ７３．１ ６６．７ ７２．５ ７１．６

進 行 癌 ４ ２ １ ３ ２ ０ ３ ６ ２ ２３

切 除 例 １６ ５ ３ １０ ４ １ ８ ２０ ９ ７６

非 切 除 例 ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ５＊

＊手術拒否…４、手術不能…１

内視鏡手術：東（５）、中（１）、西（７）

表２ 性・年齢別

４０―４９ ５０―５９ ６０―６９ ７０―７９ ８０― 計

男 １ ６ １２ ２４ ８ ５１

女 ２ ２ ９ １１ ６ ３０

表３ 早期がんの肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

Ⅰ ５ ２ ０ ３ ０ ０ １ ０ ０ １１（１９．０）

Ⅱa １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ３ ７（１２．１）

Ⅱc ５ ３ ０ ３ １ １ ３ １３ ５ ３４（５８．６）

Ⅱc＋Ⅲ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２（３．４）

Ⅱa＋Ⅱc ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ２（３．４）

そ の 他 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２（３．４）

計 １２ ５ ２ ７ ２ １ ５ １５ ９ ５８

１０



表４ 進行がんの肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２（８．７）

２ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ３ ０ ９（３９．１）

３ １ ０ １ ２ ０ ０ ０ １ ０ ５（２１．７）

４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０）

５ ０ ０ ０ １ ２ ０ ０ １ ０ ４（１７．４）

不 明 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３（１３．０）

計 ４ ２ １ ３ ２ ０ ３ ６ ２ ２３

表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部

計
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

t１ １２ ５ ２ ７ ２ １ ５ １５ ９ ５８

t２ ４ ０ １ １ １ ０ ２ １ ０ １０

t３ ０ ０ ０ ２ １ ０ １ ４ ０ ８

t４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １６ ５ ３ １０ ４ １ ８ ２０ ９ ７６

不 明 ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ５

表６ 切除例の大きさ

㎜ ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 検 診 ３ ５ ８（２４．２） ２１ ４ ３３ １

施 設 検 診 ７ ９ １６（５５．２） ９ ４ ２９ ３

内 視 鏡 検 診 ３ ３ ６（５０．０） ５ １ １２ ３

計 １３ １７ ３０（４０．５） ３５ ９ ７４ ７
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表７―１ 切除例の占拠部位（早期癌）

部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ２ ４ ２ 小 弯 ９ ９ ３

Ｍ １２ １１ ７ 大 弯 ３ １ ０

Ｌ １０ ７ ３ 前 壁 ５ ２ ４

全 体 ０ ０ ０ 後 壁 ７ １０ ５

計 ２４ ２２ １２ 全 周 ０ ０ ０

計 ２４ ２２ １２

表７―２ 切除例の占拠部位（進行癌）

部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ４ ０ 小 弯 ３ ５ ０

Ｍ ６ ４ １ 大 弯 ２ ０ １

Ｌ ３ ０ ０ 前 壁 １ ２ ０

全 体 ０ ０ ０ 後 壁 ３ １ ０

計 １０ ８ １ 全 周 １ ０ ０

計 １０ ８ １不 明 ０ ０ ２

不 明 ０ ２ ２

第８ 前年度受診歴を有する進行癌

地 区 検 診 歳 性 型 深達度 組 織 大（㎜） 占拠部位

東 部

車 検 診 ６５ 女 ２ t２（mp） muc ５０×６０ Ｌ大弯

車 検 診 ８４ 女 ２ t２（mp） por１ ２５×２８ Ｍ小弯

車 検 診 ７６ 男 ２ t２（mp） por２ ３０×４０ Ｍ後壁

中 部
車 検 診 ６８ 男 ５ t３（se） por２ ２０×４０ LM小弯

車 検 診 ６８ 女 ３ t３（se） tub１ ５０×７０ Ｕ小弯

西 部
車 検 診 ５３ 男 ２ t２（mp） por１ ３０×６０ Ｌ全周

車 検 診 ４５ 男 ２ t３（se） endcrine cell carcinoma ４０×４０ Ｌ小弯

東 部 施 設 検 診 ８２ 男 １ 手術拒否にて不明 Ｕ小弯

西 部

施 設 検 診 ８１ 男 ２ t３（se） pap ５０×５０ Ｕ前壁

施 設 検 診 ７４ 男 手術拒否

施 設 検 診 ８０ 女 ３ t３（se） tub２ ４５×５５ Ｍ小弯

施 設 検 診 ８０ 男 １ t３（se） por１ ４２×７３ Ｕ後壁小弯

１２



２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成１２年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２４，６６２人で、このうち受診者数は２５，７９７人（「頸部のみ」２５，２９５人、「頸部＋体部」

５０２人）で受診率は２０．７％であった。平成１１年度より対象者は１，４４１人、受診者数は７７人減少したが、

受診率は０．２ポイント増加した。受診者数、率ともに平成３年度をピークに減少傾向にある。

また、一次検診受診者の経年受診率は８６．４％であった。

要精検者数は１１０人（車検診：２９人、施設検診：８１人）、要精検率は０．４３％で前年度より０．１０ポイン

ト減少した。

このうち、精密検査を受診したのは９２人、精検受診率は８３．６％で前年度より１．８ポイント増加した。

精検結果は、子宮がん１１人、異形成２８人の合計３９人であり、子宮がん発見率は０．１５％で、前年度よ

り０．０８ポイント減少した。

年代別にみると受診率は５０～５４歳が高く、要精検率、がん発見率は３０歳～３９歳が高かった。

一次検診を病院で受診した人の精検受診率が６４．７％と非常に低かった。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者数２５，７９７人中、体部がん検診対象者数は６２６人で、一次検診会場での受診者は

５０２人、また一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者が８７人で、受診者の合計は５８９人で、

受診率は９４．１％であった。

一次検診の結果、要精検となった者は１１人、要精検率２．２％で、精検受診者数８人、精検受診率は

７２．７％であった。

精検の結果、子宮体部がんは一次検診会場の受診者から０人、医療機関での検査受診者から３人、

発見された。子宮内膜増殖症は一次検診会場での受診者からは２人、医療機関での検査受診から８人、

計１０人発見された。がん発見率は２．２％であった。

依然として、体部がん検診の受診者が少なく、実施していない市町村もある。

３．子宮がん検診発見子宮がん追跡調査結果
平成１２年度に発見された子宮頸部癌１０例、異形成３０例について追跡調査を行った。平成１１年度より

１９名も少なかった。そのうち０期が２例、Ⅰa期が２例、Ⅰb期以上が６例であった。

Ⅰb期以上６例のうち５例は初回受診者、前年度検診受診者から１例発見されている。

また、子宮体部癌が３例、子宮内膜増殖症が７例であった。
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要精検率・がん発見率 

H.７ H.８ H.９ H.10 H.11 H.12

がん発見率 要精検率 

0.58 0.55

0.42 0.42

0.53

0.43

0.16 0.19 0.16 0.16
0.23

0.15

（１） 子宮頸部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １２８，３１９ １３２，８６５ １２７，３８６ １２４，４８６ １２６，１０３ １２４，６６２

受 診 者 数（人） ３１，１７８ ２９，４８６ ２８，９５３ ２６，７８７ ２５，８７４ ２５，７９７

受 診 率（％） ２４．３ ２２．２ ２２．７ ２１．５ ２０．５ ２０．７

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３０，９９８ ２９，３２３ ２８，８３２ ２６，６７４ ２５，７３７ ２５，６８７

要 精 検 者 数（人） １８０ １６３ １２１ １１３ １３７ １１０

要精検者の割合（％） ０．５８ ０．５５ ０．４２ ０．４２ ０．５３ ０．４３

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １６０ １４５ １０３ ９１ １１２ ９２

受 診 率（％） ８８．９ ８９．０ ８５．１ ８０．５ ８１．８ ８３．６

精密検査結果

子宮がん又は異形成
の者 （人） ５１ ５６ ４７ ４２ ５９ ３９

子宮がん発見率（％） ０．１６ ０．１９ ０．１６ ０．１６ ０．２３ ０．１５

（２） 平成１２年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

３０～３４ １，０５９ ７ １，０５２ ０．６６

３５～３９ １，７３０ １３ １，７１７ ０．７５

４０～４４ ２，３９９ １６ ２，３８３ ０．６７

４５～４９ ２，４８４ １３ ２，４７１ ０．５２

５０～５４ ３，３４５ １６ ３，３２９ ０．４８

５５～５９ ２，８８５ １１ ２，８７４ ０．３８

６０～６４ ３，８２１ １６ ３，８０５ ０．４２

６５～６９ ４，０３０ ５ ４，０２５ ０．１２

７０歳以上 ４，０４４ １３ ４，０３１ ０．３２

計 ２５，７９７ １１０ ２５，６８７ ０．４３
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 異形成 子宮がん

３０ ～ ３４ ７ １００．０ １ ３ ３ ０ ０．２８３

３５ ～ ３９ １２ ９２．３ ６ １ ４ １ ０．２８９

４０ ～ ４４ １０ ６２．５ ５ １ ３ １ ０．１６７

４５ ～ ４９ １１ ８４．６ ４ ４ ２ １ ０．１２１

５０ ～ ５４ １３ ８１．３ ３ ５ ４ １ ０．１４９

５５ ～ ５９ ８ ７２．７ ３ １ ３ １ ０．１３９

６０ ～ ６４ １５ ９３．８ ４ ４ ４ ３ ０．１８３

６５ ～ ６９ ５ １００．０ １ １ ２ １ ０．０７４

７０歳 以 上 １１ ８４．６ ４ ２ ３ ２ ０．１２４

計 ９２ ８３．６ ３１ ２２ ２８ １１ ０．１５１

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保健事業団 １２，３５８ ２９ １２，３２９ ０．２３

病 院 ５，２００ ３４ ５，１６６ ０．６５

診 療 所 ８，２３９ ４７ ８，１９２ ０．５７

計 ２５，７９７ １１０ ２５，６８７ ０．４３

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 異形成 子宮がん

保健事業団 ２５ ８６．２ ８ ７ ８ ２ ０．０８１

病 院 ２２ ６４．７ ７ ９ ３ ３ ０．１１５

診 療 所 ４５ ９５．７ １６ ６ １７ ６ ０．２７９

計 ９２ ８３．６ ３１ ２２ ２８ １１ ０．１５１

１５



４
）
平
成
１２
年
度
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町

村
名

対
象
者
数

Ａ

受
診

者
数

要
精

密
検

査
者

検
査

結
果

別
人

員
車
検
診

Ｂ

施
設
検
診

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ

／Ａ

車
検
診

Ｆ

施
設
検
診

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

精
検
受

診
者
数
Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず
Ｌ

そ
の
他

の
疾
病
Ｍ

が
ん
疑
い

Ｎ

が
ん

Ｏ

異
常
者

総
計
Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ（
Ｎ
＋
Ｏ
）／
Ｄ

鳥
取
市

２９
，８
００

６８
０

２
，７
８９

３
，４
６９

１１
．６

１
１５

１６
０
．５

１４
８７
．５

４
５

５
０

１０
０
．１
４４

米
子
市

２８
，９
３０

２
５
，０
６８

５
，０
７０

１７
．５

０
３２

３２
０
．６

３０
９３
．８

９
５

１０
６

２１
０
．３
１６

倉
吉
市

７
，３
４４

３２
５

９４
８

１
，２
７３

１７
．３

１
４

５
０
．４

５
１０
０
．０

２
０

１
２

３
０
．２
３６

境
港
市

８
，２
９６

９３
０

９３
０

１１
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．０
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０
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．０
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．０
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００
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．０
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００
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子宮体部がん検診 

H.７ H.８ H.10H.９ H.11 H.12

受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業） 
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要精検率・がん発見率 

H.７ H.８ H.10 H.９ H.11 H.12 

がん発見率（保健事業＋医療） 要精検率（保健事業） 

1.36

2.3
2.89

1.26

2.21
2.35

5.18 5.23
5.95

4.81

2.19

2.93

�３ 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
平 成 ７ 年 度 平 成 ８ 年 度 平 成 ９ 年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ８６ ４９０ ４９０ ５２４ ５２４

受 診 者 数（人） ２５１ ４４ ２９５ ３７５ ５１ ４２６ ４２１ ５８ ４７９

受 診 率（％） ５１．２ ７６．５ ８６．９ ８０．３ ９１．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ２３８ ３６４ ３９９

要 精 検（人） １３ １１ ２２

要精検者の割合（％） ５．１８ ２．９３ ５．２３

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １２ ８ １７

受 診 率（％） ９２．３ ７２．７ ７７．３

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ２ ２ ４ ３ ７ １０ ８ ３ １１

子宮がん発見率（％） ０．８０ ４．５５ １．３６ ０．８０ １３．７３ ２．３５ １．９０ ５．１７ ２．３０

区 分
平 成１０年 度 平 成１１年 度 平 成１２年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ４０４ ４０４ ５０６ ５０６ ６２６ ６２６

受 診 者 数（人） ３５３ ２８ ３８１ ４５７ １８ ４７５ ５０２ ８７ ５８９

受 診 率（％） ８７．４ ９４．３ ９０．３ ９３．９ ８０．２ ９４．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３３２ ４３５ ４９１

要 精 検（人） ２１ ２２ １１

要精検者の割合（％） ５．９５ ４．８１ ２．１９

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １７ ２１ ８

受 診 率（％） ８１．０ ９５．５ ７２．７

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ６ ５ １１ ５ １ ６ ２ １１ １３

子宮がん発見率（％） １．７０ １７．８６ ２．８９ １．０９ ５．５６ １．２６ ０．４０ １２．６４ ２．２１

※「保健事業分」については医療機関検診及び集団検診において検診を受けた者、「医療分」については集団検診で
当日体部がん検診を受けられず、後日医療機関で受診した者です。

※全体の対象者は平成８年度から集計を行っているため、それ以前の受診率は算出できません。
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�４ 平成１２年度子宮体部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 体 部 が ん
検診対象者

一 次 検 診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

３０～３４ ２６ ２６ ０ ２６ ０．００

３５～３９ ５２ ４７ ０ ４７ ０．００

４０～４４ ９５ ８３ ３ ８０ ３．６１

４５～４９ １２６ １０６ ３ １０３ ２．８３

５０～５４ １７１ １３３ ３ １３０ ２．２５

５５～５９ ６２ ４９ １ ４８ ２．０４

６０～６４ ３６ ２７ ０ ２７ ０．００

６５～６９ ３６ ２０ ０ ２０ ０．００

７０歳以上 ２２ １１ １ １０ ９．０９

計 ６２６ ５０２ １１ ４９１ ２．１９

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢 精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査 結 果
子宮体部がん 子 宮 が ん

発 見 率（％）異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症

３０～３４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

３５～３９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

４０～４４ ２ ０ ２ ０ ０ ０．００

４５～４９ １ １ ０ ０ ０ ０．００

５０～５４ ３ １ ０ ２ ０ １．５０

５５～５９ １ １ ０ ０ ０ ０．００

６０～６４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

６５～６９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

７０歳以上 １ １ ０ ０ ０ ０．００

計 ８ ４ ２ ０ ０ ０．４０

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検査
受 診 者 数

検 査 結 果

異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ ０ ０ ０ ０ ０

３５～３９ ４ ４ ０ ０ ０

４０～４４ ７ ７ ０ ０ ０

４５～４９ １６ １１ １ ４ ０

５０～５４ ２９ ２１ ４ ３ １

５５～５９ １１ １０ ０ ０ １

６０～６４ ５ ４ １ ０ ０

６５～６９ １１ ５ ５ １ ０

７０歳以上 ４ ２ １ ０ １

計 ８７ ６４ １２ ８ ３
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（３） 平成１２年度子宮がん検診発見子宮がん患者追跡調査結果

表１ 子宮がん検診追跡調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成１１年度 平成１２年度 平成１１年度 平成１２年度

異 形 成 １４ ９ ２６ ２１

頚 癌 ０ 期 ３ １ ６ １

頚 癌 Ⅰ a 期 ２ １ ２ １

頚癌Ⅰb期以上 １ ０ ５ ６

合 計 ２０ １１ ３９ ２９

表２ 子宮がん検診追跡調査結果（体部）

最 終 診 断 平成１１年度 平成１２年度

増 殖 症 ４ ７

体癌Ⅰa、Ⅰb期 ２ ２

体癌Ⅰ c期以上 ０ １

合 計 ６ １０

表３ 発見子宮がん症例のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ １ １

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 ０ ５ ５

表４ 治療機関

０期 Ⅰa期 Ⅰb期以上 体 癌

鳥 取 大 学 １ ０ ５ １

県 立 中 央 ０ ２ ０ １

鳥 取 市 立 ０ ０ ０ １

県 立 厚 生 １ ０ ０ ０

そ の 他 ０ ０ １ ０

２０



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成１２年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７５，８１８人で、このうち受診者数は６２，８３７人（車検診：５２，８５０人、施設検診：９，９８７人）

で、受診率は３５．７％であった。平成１１年度より受診者数は２，００８人減少し、受診率は０．８ポイント減少

した。

要精検者数は３１１人で、要精検率は０．４９％で、過去１０年間で一番高かった。検診機関別にみると、

施設検診での要精検率が男女とも高かった。しかし、全国の平均要精検率は２．７％で、他県に比べか

なり低い結果であった。

また、精検受診率は７７．８％で、ここ近年低下がみられる。

精検結果は肺がん５１人、肺がん疑い８人の合計５９人で発見率は０．０９％で、前年度と同様であった。

また、受診者総数のうち経年受診者は５１，３７１人で全体の８１．８％を占め、これは、平成８年度より開

始した医療機関検診が定着し経年受診者が年々増加していると思われる。この経年受診者からはがん

が４８人発見されており、発見率は０．０９３％、非経年受診者からの発見がんは１１人、発見率０．０９６％で、

非経年受診者の発見率が高かった。

Ｘ線検査受診者６２，８３７人中、喀痰検査の対象者となる高危険群所属者は８，００５人で、そのうち喀痰

検査を受診した者は４，９９３人であった。高危険群所属者８，００５人のうち、がん・がん疑いの者が２０人発

見され、がん発見率は０．２５０％であった。

非高危険群所属者のうち、がん・がん疑いの者が３９人発見され、がん発見率は０．０７１％で、高危険

群所属者のがん発見率の方が約３．５倍高かった。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
４２例の原発性肺癌が発見された。発見率は１０万対６７である。TNM分類Ⅰ期２４例（５７．１％）で早期

肺癌が６０％近くを占め、検診の目的は果たしている。組織型は腺癌２８例、扁平上皮癌９例で最近の傾

向として腺癌が多くなってきている。２４例（５７．１％）に手術が行われ、tnm分類Ⅰ期２２例（９１．７％）、

絶対的治癒手術１８例（７５．０％）であり、早期肺癌例が多いと云える。

昭和６２年から平成１２年までの発見肺癌は４６６例（発見率１０万対５５）であった。診断方法は胸Ｘ３８１例

（８１．８％）、細胞診５０例（１０．７％）、両者３３例（７．１％）である。平均年齢７０．７歳、男：女＝３０１：１６５

で、最近の女性肺癌の増加が著しい。TNM分類０＋Ⅰ期２４０例（５１．５％）と早期肺癌例は半数である。

２５９例（５５．６％）に手術が行われた。

手術有無別の累積生存率、術後病期別（新分類）の累積生存率は次頁の図に示す。全症例（４６６例）

の５生率３６．９％、１０生率２２．５％であり、手術例の５生率６１．０％、１０生率４０．１％である。そして手術例

のⅠＡ期の５生率は８３．８％、１０生率は６０．１％と良好な結果を示している。

２１
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １８３，９７１ １８３，８８７ １７９，３０２ １７２，６６７ １７７，８１５ １７５，８１８

受 診 者 数（人） ６５，２２６ ６４，１６９ ６７，０９２ ６４，５４０ ６４，８４５ ６２，８３７

受 診 率（％） ３５．５ ３４．９ ３７．４ ３７．４ ３６．５ ３５．７

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ６５，０６４ ６４，０５５ ６６，９４０ ６４，４０３ ６４，６７６ ６２，５２６

要 精 検 者 数（人） １６２ １１４ １５２ １３７ １６９ ３１１

要精検者の割合（％） ０．２５ ０．１８ ０．２３ ０．２１ ０．２６ ０．４９

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １３５ ９１ １２３ １１１ １４２ ２４２

受 診 率（％） ８３．３ ７９．８ ８０．９ ８１．０ ８４．０ ７７．８

精密検査結果

肺がん又はがんの
疑いのある者 （人） ４７ ５０ ７０ ４８ ５８ ５９

肺がん発見率（％） ０．０７ ０．０８ ０．１０ ０．０７ ０．０９ ０．０９

２２



（２） 平成１２年度肺がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

ａ．Ｘ線検査結果

年 齢

胸 部 Ｘ 線 検 査 Ｘ 線 フ ィ ル ム 読 影 結 果

Ｘ線検査

受診者数

Ａ

経年受診

者数再掲

Ｂ

経年受診

者数割合

（％）

Ｃ＝Ｂ／Ａ

異常認めず

Ｄ

要精検者数

Ｅ

要精検率

（％）

Ｘ線検査受診

者中高危険群

所属者数

Ｆ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ８５１ １，８７７ ５５３ １，２５５ ６５．０ ６６．９ ８４９ １，８７４ ２ ３ ０．２４ ０．１６ ２７ ７

４５～４９ １，０６３ ２，１９７ ７８７ １，７１０ ７４．０ ７７．８ １，０６１ ２，１９２ ２ ５ ０．１９ ０．２３ ４０ ８

５０～５４ １，５１５ ３，４５７ １，１３５ ２，６３５ ７４．９ ７６．２ １，５０９ ３，４４５ ６ １２ ０．４０ ０．３５ ６６５ ４３

５５～５９ １，２８２ ３，６０３ ９８７ ２，８９１ ７７．０ ８０．２ １，２７５ ３，５９２ ７ １１ ０．５５ ０．３１ ５４６ ５１

６０～６４ ２，７９０ ５，８２３ ２，１８２ ４，７３２ ７８．２ ８１．３ ２，７７２ ５，７９９ １８ ２４ ０．６５ ０．４１ １，０７６ ６５

６５～６９ ４，３９２ ７，５６８ ３，５２４ ６，３７７ ８０．２ ８４．３ ４，３６５ ７，５３４ ２７ ３４ ０．６１ ０．４５ １，６６９ ６５

７０～７４ ４，７８４ ７，２８６ ４，０６９ ６，２３８ ８５．１ ８５．６ ４，７４４ ７，２５９ ４０ ２７ ０．８４ ０．３７ １，８８７ ４６

７５～７９ ３，２９５ ５，１１９ ２，８５１ ４，４４０ ８６．５ ８６．７ ３，２６５ ５，０９４ ３０ ２５ ０．９１ ０．４９ １，２０６ ３２

８０歳以上 ２，１６５ ３，７７０ １，８４３ ３，１６２ ８５．１ ８３．９ ２，１５３ ３，７４４ １２ ２６ ０．５５ ０．６９ ５４９ ２３

計 ２２，１３７４０，７００１７，９３１３３，４４０ ８１．０ ８２．２ ２１，９９３４０，５３３ １４４ １６７ ０．６５ ０．４１ ７，６６５ ３４０

合 計 ６２，８３７ ５１，３７１ ８１．８ ６２，５２６ ３１１ ０．４９ ８，００５

ｂ．喀痰細胞診検査

年 齢

喀痰細胞診受診者数

（人）

Ｇ

喀 痰 細 胞 診 結 果

精検不要

Ｈ

要精検者数

Ｉ

要精検率

（％）

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １２１ １９ １２１ １９ ０ ０ ０．００ ０．００

４５～４９ １６１ ３３ １６０ ３３ １ ０ ０．６３ ０．００

５０～５４ ３０８ ６４ ３０８ ６４ ０ ０ ０．００ ０．００

５５～５９ ２７９ ９５ ２７９ ９５ ０ ０ ０．００ ０．００

６０～６４ ５８９ １５４ ５８４ １５４ ５ ０ ０．８５ ０．００

６５～６９ ９０６ １７３ ９０１ １７３ ５ ０ ０．５５ ０．００

７０～７４ ９９９ １３２ ９９７ １３２ ２ ０ ０．２０ ０．００

７５～７９ ６１７ ７４ ６１６ ７３ １ １ ０．１６ １．３５

８０歳以上 ２２１ ４８ ２２１ ４８ ０ ０ ０．００ ０．００

計 ４，２０１ ７９２ ４，１８７ ７９１ １４ １ ０．３３ ０．１３

合 計 ４，９９３ ４，９７８ １５ ０．３０

２３



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
要精検者数

精 密 検 査

受 診 者 数

精密検査受

診率 （％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ２ ３ ２ ３ １００．０ １００．０ ２ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ２（１） ５ ０ ２ ０．０ ４０．０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．０４６

５０～５４ ６ １２ ２ １０ ３３．３ ８３．３ ２ ８ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５５～５９ ７ １１ ５ ８ ７１．４ ７２．７ ４ ４ ０ ３ ０ ０ １ １ ０．０７８ ０．０２８

６０～６４ １８（５） ２４ １２（２）２０ ６６．７ ８３．３ ６（１） ８ ５（１） ９ ０ ０ １ ３ ０．０３６ ０．０５２

６５～６９ ２７（５） ３４ １９（３）２５ ７０．４ ７３．５ １１（２）１４ ３（１） ６ ０ ０ ５ ５ ０．１１４ ０．０６６

７０～７４ ４０（２） ２７ ３４（１）２３ ８５．０ ８５．２ １５（１）１１ １０ ６ ３ １ ６ ５ ０．１８８ ０．０８２

７５～７９ ３０（１） ２５（１）２７（１）１８（１） ９０．０ ７２．０ ９ ８（１） ９ ５ ０ １ ９（１） ４ ０．２７３ ０．０９８

８０歳以上 １２ ２６ １０ ２２ ８３．３ ８４．６ １ ８ ２ ８ １ ２ ６ ４ ０．３２３ ０．１５９

計 １４４（１４）１６７（１）１１１（７）１３１（１） ７７．１ ７８．４ ５０（４）６４（１）２９（２）４０（０） ４ ４ ２８（１） ２３ ０．１４５ ０．０６６

合 計 ３１１（１５） ２４２（８） ７７．８ １１４（５） ６９（２） ８ ５１（１） ０．０９４

（ ）はＸ線検査と喀痰細胞診検査が両者とも要精検

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １８，２９５ ３３，６４５ １００ １２７ １８，１９５ ３３，５１８ ０．５５ ０．３８

中国労働衛
生 協 会 ３２１ ５８９ １ ０ ３２０ ５８９ ０．３１ ０．００

病 院 １，５７３ ２，８６５ ３４ ２７ １，５３９ ２，８３８ ２．１６ ０．９４

診 療 所 １，９４８ ３，６０１ ９ １３ １，９３９ ３，５８８ ０．４６ ０．３６

計 ２２，１３７ ４０，７００ １４４ １６７ ２１，９９３ ４０，５３３ ０．６５ ０．４１

合 計 ６２，８３７ ３１１ ６２，５２６ ０．４９

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

要精検者数

（人）

精密検査

受診者数

精密検査受

診率 （％）

精密検査結果 肺がん発見

率 （％）異常認めず その他疾患 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １００ １２７ ８４ １０５ ８４．０ ８２．７ ３５ ５０ ２０ ３１ ４ ３ ２５ ２１０．１５９０．０７１

中国労働衛
生 協 会 １ ０ １ ０１００．０ ０．００ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ００．００００．０００

病 院 ３４ ２７ １９ １７ ５５．９ ６３．０ １３ １１ ５ ５ ０ ０ １ １０．０６４０．０３５

診 療 所 ９ １３ ７ ９ ７７．８ ６９．２ １ ３ ４ ４ ０ １ ２ １０．１０３０．０５６

計 １４４ １６７ １１１ １３１ ７７．１ ７８．４ ５０ ６４ ２９ ４０ ４ ４ ２８ ２３０．１４５０．０６６

合 計 ３１１ ２４２ ７７．８ １１４ ６９ ８ ５１ ０．０９４

２４



４
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成
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度
肺
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況

市
町

村
名

対
象
者
数

Ａ

受
診

者
数

要
精

密
検

査
者

検
査

結
果

別
人

員
車
検
診

Ｂ

施
設
検
診

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

車
検
診

Ｆ

施
設
検
診

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ

／Ｄ

精
検

受
診
者
数

Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず
Ｌ

そ
の
他

の
疾
病
Ｍ

が
ん
疑
い

Ｎ

が
ん

Ｏ

異
常
者

総
計
Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ
＝（
Ｎ
＋
Ｏ
） ／
Ｄ

鳥
取
市

３８
，０
００

５１
４

７
，４
５５

７
，９
６９

２１
．０

２
３３

３５
０
．４
４

１９
５４
．３

６
９

１
３

１３
０
．０
５０

米
子
市

３９
，０
９５

４
，４
８９

４
，４
８９

１１
．５

１９
１９

０
．４
２

１２
６３
．２

４
３

１
４

８
０
．１
１１

倉
吉
市

１１
，６
４４

１
，９
５４

４９
３

２
，４
４７

２１
．０

５
２

７
０
．２
９

７
１０
０
．０

０
２

０
５

７
０
．２
０４

境
港
市

１１
，４
５１

８４
４

８４
４

７
．４

２
２

０
．２
４

１
５０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
１８

国
府
町

１
，９
０２

１
，１
９３

１
，１
９３

６２
．７

１
１

０
．０
８

１
１０
０
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１
０

０
０

０
０
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００

岩
美
町

３
，０
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３
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３
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．９

４
４

０
．４
２

３
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２
０

１
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１
０
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村
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４
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１
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２
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３

２
１０
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．０

２
０

０
０

０
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００
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家
町

２
，６
２６
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１０
０

１
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２７

６５
．８

６
０

６
０
．３
５

５
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．３

１
１

０
３

４
０
．１
７４

船
岡
町

１
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１
，０
７８

１
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２
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町
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１
，１
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６０
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９
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０
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６

８
８８
．９

３
０

０
５

５
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２２

若
桜
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１
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１
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．７

０
０

０
．０
０

０
０
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０
０
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用
瀬
町

８０
５

７７
１

２２
７９
３

９８
．５

０
１

１
０
．１
３

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

佐
治
村

１
，２
１１

５２
７

１７
６

７０
３

５８
．１

１
０

１
０
．１
４

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
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町

３
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５１

１
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９
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４
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０
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２
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．０

４
２

０
２

４
０
．１
３０
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野
町

１
，７
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９６
５

１７
３

１
，１
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６６
．６

１
８

９
０
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９

８
８８
．９

３
５

０
０

５
０
．０
００
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谷
町

３
，１
５６

１
，４
１９

１３
８

１
，５
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４９
．３

４
２５

２９
１
．８
６

１８
６２
．１

１６
１

０
１

２
０
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８

１
１０
０
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０
０
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１
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０
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村

７６
９
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３

２１
０

７１
３

９２
．７

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
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郷
町

２
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１
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１
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６７
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０

４
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３
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２
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町

２
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２
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２
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．０

２
２

０
．０
８

２
１０
０
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０
１

０
１

２
０
．０
４２

東
伯
町

４
，２
８５

３
，３
１０

３
，３
１０

７７
．２

５
５

０
．１
５

４
８０
．０

０
０

０
４

４
０
．１
２１

赤
碕
町

３
，１
５７

２
，２
５７

５４
２
，３
１１

７３
．２

４
０

４
０
．１
７

３
７５
．０

１
０

０
２

２
０
．０
８７

西
伯
町

２
，１
６６

１
，０
９９

１
，０
９９

５０
．７

６
６

０
．５
５

４
６６
．７

３
０

０
１

１
０
．０
９１

会
見
町

１
，０
８４

７６
４

７６
４

７０
．５

６
６

０
．７
９

６
１０
０
．０

４
１

０
１

２
０
．１
３１

岸
本
町

３
，１
００

１
，４
４７

１
，４
４７

４６
．７

１６
１６

１
．１
１

１５
９３
．８

５
４

１
５

１０
０
．４
１５

日
吉
津
村

７１
０

４４
２

４４
２

６２
．３

１
１

０
．２
３

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

淀
江
町

３
，０
０１

２
，２
０７

２
，２
０７

７３
．５

３０
３０

１
．３
６

２７
９０
．０

６
１６

２
３

２１
０
．２
２７

大
山
町

２
，５
６４

１
，９
８４

８５
２
，０
６９

８０
．７

１２
０

１２
０
．５
８

６
５０
．０

２
３

１
０

４
０
．０
４８

名
和
町

２
，２
１８

１
，５
５２

１
，５
５２

７０
．０

１２
１２

０
．７
７

９
７５
．０

５
３

０
１

４
０
．０
６４

中
山
町

３
，３
７２

１
，５
０６

１
，５
０６

４４
．７

１７
１７

１
．１
３

１５
８８
．２

７
６

１
１

８
０
．１
３３

日
南
町

３
，１
９７

１
，５
６１

１
，５
６１

４８
．８

１７
１７

１
．０
９

１６
９４
．１

１３
２

０
１

３
０
．０
６４

日
野
町

１
，４
９８

６８
１

６８
１

４５
．５

５
５

０
．７
３

５
１０
０
．０

５
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，６
５４

９１
１

９１
１

５５
．１

１
１

０
．１
１

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

溝
口
町

１
，０
９２

８７
３

８７
３

８０
．０

６
６

０
．６
９

６
１０
０
．０

４
１

０
１

２
０
．１
１５

合
計
１７
５
，８
１８

５２
，８
５０

９
，９
８７

６２
，８
３７

３５
．７

２２
８

８３
３１
１

０
．４
９

２４
２

７７
．８

１１
４

６９
８

５１
１２
８

０
．０
９４
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（３） 平成１２年度肺がん検診発見肺がん患者の予後調査結果

肺がん確定診断（原発性４６６、転移性６７） ５３３例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、その他４） １０例

他の良性疾患 ２１例

総 計 ５６４例

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ１２年度集計〕

胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ １６９例 �
�
�
３８１例（８１．８％）

Ｄのみ ２０例 �
�
�

４１例（９７．６％）
Ｅのみ ２１２例 Ｅのみ ２１例

細 胞 診 Ｄのみ １８例 �
�
�

５０例（１０．７％）
Ｄのみ ０例 �

�
�

１例（ ２．３％）
Ｅのみ ３２例 Ｅのみ １例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ ８例 �
�
�
�
�
�
�

３３例（ ７．１％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

０例（ ０．０％）
Ｄ＋Ｅ ８例 Ｄ＋Ｅ ０例

Ｅ＋Ｄ ４例 Ｅ＋Ｄ ０例

Ｅ＋Ｅ １３例 Ｅ＋Ｅ ０例

不明 ２例 ２例（ ０．４％） 不明 ０例 ０例（ ０．０％）

計 ４６６例（１００ ％） 計 ４２例

１）肺がん確定診断 （単位：例）

Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ 合計

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８ ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ４６６

転移性肺癌 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５ ４ ２ ７ ７ ６ ６７

合計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３ ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ５３３

２６



４）原発性肺癌（４６６例）

３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受 診 者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発 見 者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５
（４．５４％）

６５２
（８７．５％）

６ ３７

Ｓ６３ ３８，４４５ ６５
（０．１７％）

６０
（９２．３％）

２２ ５７

Ｈ１ ５２，４７３ １１７
（０．２２％）

１０７
（９１．５％）

１８ ３４

Ｈ２ ６８，３７４ １５３
（０．２２％）

１３２
（８６．３％）

３２ ４９

Ｈ３ ７０，１８９ ９５
（０．１４％）

８９
（９３．７％）

３６ ５１

Ｈ４ ６９，９０９ １３３
（０．１９％）

１１１
（８３．５％）

３７ ５３

Ｈ５ ６９，０２７ １３３
（０．１９％）

９８
（７２．９％）

４１ ５９

Ｈ６ ６６，３１６ １０３
（０．１６％）

８９
（８６．４％）

２２ ３３

Ｈ７ ６５，２２６ １６２
（０．２５％）

１３５
（８３．３％）

３８ ５８

Ｈ８ ６４，１６９ １１３
（０．１８％）

９１
（８０．５％）

３８ ５９

Ｈ９ ６７，０９２ １５２
（０．２３％）

１２３
（８０．９％）

５３ ７９

Ｈ１０ ６４，５４０ １３６
（０．２１％）

１０９
（８０．１％）

４０ ６２

Ｈ１１ ６４，８４５ １６９
（０．２６％）

１４２
（８４．０％）

４１ ６４

Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１
（０．４９％）

２４２
（７７．８％）

４２ ６７

計 ８３９，８６２ ２，５８７
（０．３１％）

２，１８０
（８４．３％）

４６６ ５５

ａ．年齢・性別 〔Ｈ１２年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）

５０～５９歳 ３８例 ８．２ ５０～５９歳 ２例 ４．８

６０～６９歳 １７１ ３６．７ ６０～６９歳 １１ ２６．２

７０～７９歳 １９２ ４１．２ ７０～７９歳 ２１ ５０．０

８０～ ６５ １３．９ ８０～ ８ １９．０

計 ４６６ １００．０ 計 ４２ １００．０

平均年齢＝７０．７

男：女＝３０１例：１６５例

平均年齢＝７２．１

男：女＝２３例：１９例

２７



ｂ．原発性肺癌の臨床病期と組織型

病期
組織型 Occult Ⅰ Ⅱ ⅢＡ ⅢＢ Ⅳ 不明 計（％）

扁平上皮癌 ２ ８４ １３ ３８ ９ １３ ７ １６６（３５．６）

腺 癌 ０ １３１ １５ ３０ １２ ３６ ２ ２２６（４８．５）

大 細 胞 癌 ０ ３ ０ ２ ０ ０ ０ ５（ １．１）

小 細 胞 癌 ０ ６ ６ ８ ３ ４ ２ ２９（ ６．２）

腺扁平上皮癌 ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ４（ ０．９）

腺様嚢胞癌 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １（ ０．２）

不 明 ０ １２ ２ ２ ３ ５ １１ ３５（ ７．５）

計
２

（０．４）

２３８

（５１．１）

３６

（７．７）

８３

（１７．８）

２７

（５．８）

５８

（１２．４）

２２

（４．８）
４６６（１００ ）

〔Ｈ１２年度集計〕

臨床病期 （％） 組織型 （％）

Occult ０例 扁平上皮癌 ９例

Ⅰ ２４（５７．１） 腺 癌 ２８（６６．７）

Ⅱ ４ 大 細 胞 癌 ０

ⅢＡ ６ 小 細 胞 癌 １

ⅢＢ １ 腺扁平上皮癌 ０

Ⅳ ６ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 １ 不 明 ４

計 ４２ 計 ４２

ｃ．原発性肺癌の手術症例（２５９例、手

術率：５５．６％）

（ａ） 臨床病期、術後病期

臨床病期（％） 術後病期（％）

Occult ２例 Occult ２例

Ⅰ １８３（７０．７） Ⅰ １７３（６６．８）

Ⅱ １８ Ⅱ １７

ⅢＡ ４７ ⅢＡ ４７

ⅢＢ ６ ⅢＢ １０

Ⅳ ３ Ⅳ １０

計 ２５９ 計 ２５９

〔Ｈ１２年度集計〕

原発性肺癌の手術症例

（２４例、手術率：５７．１％）

臨床病期（％） 術後病期（％）

Occult ０例 Occult ０例

Ⅰ １８（７５．０） Ⅰ ２２（９１．７）

Ⅱ ２ Ⅱ ０

ⅢＡ ４ ⅢＡ ２

ⅢＢ ０ ⅢＢ ０

Ⅳ ０ Ⅳ ０

計 ２４ 計 ２４

２８



ｄ．新病期分類の手術症例

（ｂ） 組織型分類 （ｃ） 根治度

組織型分類 （％） 根治度分類 （％）

扁平上皮癌 ８６例 絶対的治癒手術 １５０例（５７．９） �
�
�
２０３（７８．４％）

腺 癌 １５６（６０．２） 相対的治癒手術 ５３

大 細 胞 癌 ５ 相対的非治癒手術 ２９

小 細 胞 癌 ５ 絶対的非治癒手術 ２３

腺扁平上皮癌 ５ 不 明 ４

腺様嚢胞癌 １ 計 ２５９

不 明 １

計 ２５９

〔Ｈ１２年度集計〕

組織型 根治度分類 （％）

扁平上皮癌 ４例 絶対的治癒手術 １８例（７５．０） �
�
�
１９（７９．２％）

腺 癌 ２０ 相対的治癒手術 １

大 細 胞 癌 ０ 相対的非治癒手術 ４

小 細 胞 癌 ０ 絶対的非治癒手術 １

腺扁平上皮癌 ０ 計 ２４

計 ２４

（ａ） 病期分類 （ｂ） 術後病理病期

（全症例：４６６例、Ｈ１２年度：４２例） （全手術症例：２５９例、Ｈ１２年度：２４例）

臨床病期 全症例（％） Ｈ１２年度（％） 臨床病期 全症例（％） Ｈ１２年度（％）

Occult ２例 ０例 Occult ２例 ０例

ⅠＡ １５８（３３．９） １７（４０．５） ⅠＡ １２０（４６．３） １５（６２．５）

ⅠＢ ７７ ７ ⅠＢ ５３ ７

ⅡＡ １５ １ ⅡＡ ８ ０

ⅡＢ ３６ ３ ⅡＢ １７ ０

ⅢＡ ７１ ６ ⅢＡ ３９ ２

ⅢＢ ２７ １ ⅢＢ １０ ０

Ⅳ ５９ ６ Ⅳ １０ ０

不明 ２１ １ 計 ２５９ ２４

計 ４６６ ４２

２９



転移性肺癌（67例） 
原発性肺癌（466例） 
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―全症例（n＝466）― 

時間 

0 160（月） 140120100

5y:36.9％ 

10y:22.5％ 

80604020

ｅ．腫瘍径

腫瘍径（㎜） Ｈ１０年度（％） Ｈ１１年度（％） Ｈ１２年度（％）

０～１０ １例 ２例 １例

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７

３１～４０ ６ ９ ８

４１～５０ ７ １ ３

５１～ ７ ２ ６

不明 ４ ２ ２

計 ４０ ４１ ４２

平均 ３７．１㎜ ２７．９㎜ ３２．２㎜

５）転移性肺癌（６７例）

大 腸 癌：１９例 腎 臓 癌：８例 乳 癌：６例 甲状腺癌：６例 胆のう癌：３例

肝 臓 癌：３例 前立腺癌：３例 卵 巣 癌：２例 胃 癌：２例 肺 癌：２例

咽 頭 癌：１例 肛 門 癌：１例 食 道 癌：１例 子 宮 癌：１例 尿 管 癌：１例

顎 下 腺：１例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 膵 臓 癌：１例 膀 胱 癌：１例

胆 管 癌：１例 不 明：２例

６）検診発見肺癌の推移 ７）原発性肺癌の発見率（対人口１０万）

８）検診発見肺癌の予後
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―組織型別― 

時間 

0 160（月） 14012010080604020

5y:47.3％ 

5y:33.3％ 

10y:31.6％ 

10y:18.9％ 

P＜0.001
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―臨床病期（新分類）― 

時間 

0 160（月） 14012010080604020

10y:41.7％ 

5y:66.7％ 

P＜0.0001
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―性差別― 

時間 

0 160（月） 14012010080604020

5y:43.7％ 
10y:31.3％ 

10y:18.3％ 
5y:33.2％ 

P＝0.002

 

 非手術例 
（n＝207） 

 手術例 
（n＝259） 

 全症例 
（n＝466） 
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―手術の有無別― 

時間 

0 160（月） 14012010080604020

5y:61.0％ 

5y:36.9％ 

5y:8.5％ 

10y:40.1％ 

10y:22.5％ 

10y:2.7％ 

P＜0.0001

 Ⅳ 
（n＝11） 

 ⅠB 
（n＝52） 
 ⅡA 
（n＝8） 
 ⅡB 
（n＝16） 
 ⅢA 
（n＝39） 
 ⅢB 
（n＝10） 

 ⅠA 
（n＝121） 
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―手術症例　術後病理病期（新分類）― 

時間 

0 160（月） 14012010080604020

5y:83.8％ 

10y:60.1％ 

P＜0.0001

 非手術例 
（n＝60） 

 手術例 
（n＝7） 

 全症例 
（n＝67） 
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時間 

0 （月） 10080604020

5y:21.4％ 

5y:15.8％ 

5y:16.0％ 

P＝0.07

９）検診発見肺癌の予後

１０）検診発見転移性肺腫瘍の予後
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４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成１２年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２７，８１０人で、このうち受診者数は２９，５３２人（出張検診：１３，８２９人、施設検診：

１５，７０３人）で受診率は２３．１％であった。

過去１０年間をみてみると、対象者受診者ともに３０歳代、４０歳代が激減しているので、受診勧奨が必

要である。

要精検者数は７５８人（出張検診：１１３人、施設検診：６４５人）、要精検率は２．５７％で前年度より０．３４ポ

イント増加した。また、検診機関別では、病院の要精検率が５．９９％と非常に高い。これは一部でマン

モグラフィ併用検診を行っているところがあるからと思われる。

このうち、精密検査を受診したのは６３５人、精検受診率は８３．８％で、前年度に比べて０．４ポイント減

少した。精検結果は乳がんが２９人発見され、発見率０．１０％であった。

年代別にみると、受診率は５０～５４歳、要精検率は３５～３９歳、がん発見率は４５～４９歳がそれぞれ高

かった。

平成１２年度は５町でマンモグラフィ併用検診が行われ、受診者数８０５人、要精検者数６４人、要精検

率７．９５％、がんは発見されていない。検診体制が完備しないと全県的導入は難しい。そのためマンモ

グラフィ併用検診の実施状況等データの積み重ね、分析を行いながら、マンモグラフィ装置、読影医、

撮影技師の技術向上等体制整備を行うことと合わせて、鳥取県健康対策協議会より県にマンモグラ

フィ検診車導入について働きかけていくことになった。

２．乳がん検診発見乳がん追跡調査結果
平成１２年度の確定乳がんは２９例で、前年度より５例増加した。３０歳代の発見がんはなく、７０歳以上

の高齢者が全体の４４％と増加しており、ハイリスク群である３０歳代への啓発が必要と思われる。また、

非浸潤癌が４例発見されており、マンモグラフィを導入により今後増加するものと思われる。病期分

類はⅠが１８例で６２．１％を占め、乳房温存率は４２．９％でやや低率であった。

繰り返し検診１年で発見された７例中５例は７０歳以上であり、マンモグラフィを行っていれば発見

されていた可能性が高いと思われた。
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乳がん検診 

H.７ H.８ H.９ H.10 H.11 H.12

受診率 精検受診率 

89.0 88.4 88.2
81.6 84.2 83.8

25.1 23.7 24.7 23.7 22.7 23.1
0.50

0.00

1.00

2.50

2.00

1.50

3.00

3.50 
％ 

要精検率・がん発見率 

H.７ H.８ H.９ H.10 H.11 H.12

がん発見率 要精検率 

3.09

2.55 2.46

2.03
2.23

2.57

0.09 0.09 0.05 0.10 0.08 0.10

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １３０，５０８ １３５，１９５ １３０，１１２ １２７，１１８ １２８，９４８ １２７，８１０

受 診 者 数（人） ３２，７８９ ３２，０７３ ３２，１３１ ３０，０８６ ２９，２３１ ２９，５３２

受 診 率（％） ２５．１ ２３．７ ２４．７ ２３．７ ２２．７ ２３．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３１，７７６ ３１，２５５ ３１，３４０ ２９，４７６ ２８，５７８ ２８，７７４

要 精 検 者 数（人） １，０１３ ８１８ ７９１ ６１０ ６５３ ７５８

要精検者の割合（％） ３．０９ ２．５５ ２．４６ ２．０３ ２．２３ ２．５７

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ９０２ ７２３ ６９８ ４９８ ５５０ ６３５

受 診 率（％） ８９．０ ８８．４ ８８．２ ８１．６ ８４．２ ８３．８

精密検査結果

乳がん又はがんの
疑いのある者 （人） ３０ ３０ １６ ２９ ２４ ２９

乳がん発見率（％） ０．０９ ０．０９ ０．０５ ０．１０ ０．０８ ０．１０

（２） 平成１２年度乳がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一次検診受診者数

（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

３０～３４ １，００２ ３９ ９６３ ３．８９

３５～３９ １，６６７ ８１ １，５８６ ４．８６

４０～４４ ２，３８６ ９６ ２，２９０ ４．０２

４５～４９ ２，６１０ １２０ ２，４９０ ４．６０

５０～５４ ３，６１８ １０７ ３，５１１ ２．９６

５５～５９ ３，２０９ ８１ ３，１２８ ２．５２

６０～６４ ４，３７９ ７８ ４，３０１ １．７８

６５～６９ ４，７４２ ７０ ４，６７２ １．４８

７０歳以上 ５，９１９ ８６ ５，８３３ １．４５

計 ２９，５３２ ７５８ ２８，７７４ ２．５７

３３



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

３０ ～ ３４ ３３ ８４．６ ９ ２４ ０ ０ ０．０００

３５ ～ ３９ ６９ ８５．２ ２０ ４９ ０ ０ ０．０００

４０ ～ ４４ ７８ ８１．３ １８ ５６ １ ３ ０．１６８

４５ ～ ４９ １０１ ８４．２ １４ ８１ ０ ６ ０．２３０

５０ ～ ５４ ８９ ８３．２ １７ ６９ ０ ３ ０．０８３

５５ ～ ５９ ６５ ８０．２ ２３ ４０ ０ ２ ０．０６２

６０ ～ ６４ ７２ ９２．３ ３４ ３８ ０ ０ ０．０００

６５ ～ ６９ ５７ ８１．４ ３２ ２４ １ ０ ０．０２１

７０歳 以 上 ７１ ８２．６ ２４ ３４ ０ １３ ０．２２０

計 ６３５ ８３．８ １９１ ４１５ ２ ２７ ０．０９８

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数

（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

医 師 雇 上 ３，４３４ ７２ ３，３６２ ２．１０

保健事業団 １０，３９５ ４１ １０，３５４ ０．３９

病 院 ７，３２４ ４３９ ６，８８５ ５．９９

診 療 所 ８，３７９ ２０６ ８，１７３ ２．４６

計 ２９，５３２ ７５８ ２８，７７４ ２．５７

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査

受診者数

精密検査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

医 師 雇 上 ６２ ８６．１ ３１ ３０ １ ０ ０．０２９

保健事業団 ３９ ９５．１ １１ ２３ １ ４ ０．０４８

病 院 ３５０ ７９．７ ９０ ２５４ ０ ６ ０．０８２

診 療 所 １８４ ８９．３ ５９ １０８ ０ １７ ０．２０３

計 ６３５ ８３．８ １９１ ４１５ ２ ２７ ０．０９８

３４



４
）
平
成
１２
年
度
乳
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町

村
名

対
象
者
数

Ａ

受
診

者
数

要
精

密
検

査
者

検
査

結
果

別
人

員
出
張
検
診

Ｂ

施
設
検
診

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ

／Ａ

出
張
検
診

Ｆ

施
設
検
診

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

精
検
受

診
者
数
Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず
Ｌ

そ
の
他

の
疾
病
Ｍ

が
ん
疑
い

Ｎ

が
ん

Ｏ

異
常
者

総
計
Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ
＝（
Ｎ
＋
Ｏ
）／
Ｄ

鳥
取
市

２９
，８
００

６４
５

３
，８
２３

４
，４
６８

１５
．０

４２
１５
８

２０
０

４
．４
８

１４
２

７１
．０

５５
８１

１
５

８７
０
．１
３４

米
子
市

２８
，９
３０

５
，０
３１

５
，０
３１

１７
．４

１８
１

１８
１

３
．６
０

１６
３

９０
．１

２４
１２
６

０
１３

１３
９

０
．２
５８

倉
吉
市

７
，３
４４

３４
９

８８
８

１
，２
３７

１６
．８

２
４６

４８
３
．８
８

４３
８９
．６

２０
２３

０
０

２３
０
．０
００

境
港
市

８
，２
９６

１
，２
６１

１
，２
６１

１５
．２

２３
２３

１
．８
２

２３
１０
０
．０

４
１６

０
３

１９
０
．２
３８

国
府
町

９９
０

５２
１

５１
５７
２

５７
．８

１
３

４
０
．７
０

３
７５
．０

０
３

０
０

３
０
．０
００

岩
美
町

２
，４
３４

８４
９

８４
９

３４
．９

４
４

０
．４
７

３
７５
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

福
部
村

７１
２

９３
１４
４

２３
７

３３
．３

０
３

３
１
．２
７

１
３３
．３

１
０

０
０

０
０
．０
００

郡
家
町

１
，３
９９

７３
６

５４
７９
０

５６
．５

０
２

２
０
．２
５

１
５０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

船
岡
町

１
，０
０６

４１
４

４１
４

４１
．２

１
１

０
．２
４

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．２
４２

河
原
町

２
，４
４７

３０
８

１９
２

５０
０

２０
．４

１
２１

２２
４
．４
０

１２
５４
．５

６
６

０
０

６
０
．０
００

八
東
町

１
，４
３８

４３
３

４３
３

３０
．１

２
２

０
．４
６

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

若
桜
町

１
，４
８０

４６
６

４６
６

３１
．５

１５
１５

３
．２
２

１４
９３
．３

１０
４

０
０

４
０
．０
００

用
瀬
町

１
，７
９４

１０
５

１５
０

２５
５

１４
．２

０
４

４
１
．５
７

３
７５
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

佐
治
村

８１
９

３２
１

１
３２
２

３９
．３

３
０

３
０
．９
３

３
１０
０
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

智
頭
町

３
，６
４７

３
７５
４

７５
７

２０
．８

０
１０

１０
１
．３
２

１０
１０
０
．０

０
１０

０
０

１０
０
．０
００

気
高
町

１
，４
９５

９２
５０
２

５９
４

３９
．７

０
１１

１１
１
．８
５

１１
１０
０
．０

７
４

０
０

４
０
．０
００

鹿
野
町

１
，０
６１

１４
２

１８
５

３２
７

３０
．８

１
１４

１５
４
．５
９

９
６０
．０

５
４

０
０

４
０
．０
００

青
谷
町

２
，４
０１

３８
７

８６
４７
３

１９
．７

１
３

４
０
．８
５

４
１０
０
．０

２
２

０
０

２
０
．０
００

羽
合
町

１
，０
６２

１８
７

３２
４

５１
１

４８
．１

０
８

８
１
．５
７

５
６２
．５

３
２

０
０

２
０
．０
００

泊
村

６２
３

１４
２

６４
２０
６

３３
．１

１
２

３
１
．４
６

３
１０
０
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

東
郷
町

１
，３
８５

２０
７

１４
３

３５
０

２５
．３

０
４

４
１
．１
４

２
５０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

三
朝
町

１
，３
１０

４０
４

２１
４２
５

３２
．４

３
２

５
１
．１
８

４
８０
．０

２
１

０
１

２
０
．２
３５

関
金
町

８３
５

３９
１

３９
１

４６
．８

１
１

０
．２
６

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．２
５６

北
条
町

１
，０
４４

４１
４

１０
４

５１
８

４９
．６

１
３

４
０
．７
７

３
７５
．０

１
１

０
１

２
０
．１
９３

大
栄
町

１
，７
３２

１
，１
１７

１
，１
１７

６４
．５

４
４

０
．３
６

４
１０
０
．０

０
３

１
０

４
０
．０
９０

東
伯
町

３
，２
５７

８６
０

８６
０

２６
．４

４
４

０
．４
７

４
１０
０
．０

２
２

０
０

２
０
．０
００

赤
碕
町

２
，１
６２

６９
０

３３
７２
３

３３
．４

２
２

４
０
．５
５

３
７５
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

西
伯
町

６９
４

３４
２

３４
２

４９
．３

８
８

２
．３
４

７
８７
．５

２
５

０
０

５
０
．０
００

会
見
町

１
，０
４８

２９
３

１９
３１
２

２９
．８

１
０

１
０
．３
２

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

岸
本
町

２
，３
７０

５４
０

１１
３

６５
３

２７
．６

４
９

１３
１
．９
９

１３
１０
０
．０

０
１３

０
０

１３
０
．０
００

日
吉
津
村

５４
４

２５
１

１９
２７
０

４９
．６

６
０

６
２
．２
２

５
８３
．３

１
４

０
０

４
０
．０
００

淀
江
町

２
，６
６４

５３
８

５３
８

２０
．２

４５
４５

８
．３
６

４３
９５
．６

５
３８

０
０

３８
０
．０
００

大
山
町

１
，５
６８

４０
８

５１
４５
９

２９
．３

１
１

２
０
．４
４

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

名
和
町

１
，２
０７

１３
９

２６
１

４０
０

３３
．１

０
１８

１８
４
．５
０

１７
９４
．４

２
１４

０
１

１５
０
．２
５０

中
山
町

１
，０
８２

３３
３

３３
３

３０
．８

２
２

０
．６
０

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

日
南
町

２
，１
３１

６７
５

６７
５

３１
．７

４
４

０
．５
９

４
１０
０
．０

１
２

０
１

３
０
．１
４８

日
野
町

１
，１
７２

４５
８

４０
４９
８

４２
．５

４
６

１０
２
．０
１

９
９０
．０

７
２

０
０

２
０
．０
００

江
府
町

１
，５
６６

３
４１
７

４２
０

２６
．８

０
４４

４４
１０
．４
８

４０
９０
．９

１８
２２

０
０

２２
０
．０
００

溝
口
町

８６
１

４５
３

９２
５４
５

６３
．３

２
１４

１６
２
．９
４

１６
１０
０
．０

０
１６

０
０

１６
０
．０
００

合
計
１２
７
，８
１０

１３
，８
２９

１５
，７
０３

２９
，５
３２

２３
．１

１１
３

６４
５

７５
８

２
．５
７

６３
５

８３
．８

１９
１

４１
５

２
２７

４４
４

０
．０
９８

３５



（３） 平成１２年度乳がん検診発見乳がん患者追跡調査結果

１）登録届出数 ２９例

確定乳癌 ２９例

鳥取市 ６ 米子市 １３ 境港市 ３

船岡町 １ 三朝町 １ 関金町 １

北条町 １ 大栄町 １ 名和町 １

日南町 １

２）年齢構成

平均年齢６０．９歳（４０～８９）

３）病期分類

４）手術術式（１例は追跡不能）

年 齢 例 数

４０～

５０～

６０～

７０～

８０～

１０

５

１

１１

２

病期 TNM 例 数

Ⅰ

Ⅱａ

Ⅱｂ

Ⅲａ

Ⅳ

１８

８

１

１

１ （T３N２Mla）

計 ２９

最 大 腫 瘍 径 例 数

Ｔ１ ～２．０㎝

Ｔ２ ２．０～５．０㎝

Ｔ３ ５．１㎝以上

１９

８

２

腫瘍径別にみた乳房温存率（浸潤癌）

Ｔ 温 存 非温存

Ｔ１

Ｔ２

Ｔ３

９

１

６

６

２

計 １０（４１．７％） １４

手 術 術 式 浸潤癌（ｎ＝２４） 非浸潤癌（ｎ＝４）

拡大乳房切除術

胸筋合併乳房切除術

胸筋温存乳房切除術

単純乳房切除術

乳房温存術

腫瘍切除術

１（Sc）

０

１２

１

９

１

１

１

２（１例はBpのみ）
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５）検診歴

６）まとめ

１）平成１２年度の検診発見乳癌は２９例であった。

２）３０歳代はなく７０歳以上の高齢者が全体の４４％と増加していた。

―High risk群である３０代への啓蒙が必要と思われる。

３）非浸潤癌が４例発見された。

―マンモグラフィー導入により今後増加するものと思われる。

４）病期Ⅰが６２．１％であった。

５）乳房温存率は１２／２８（４２．９％）であった。

６）繰り返し検診１年で発見された７例中５例は７０歳以上であり、マンモグラフィーを行って

いれば発見されていた可能性が高いと思われた。

検 診 歴 例 数
TNM

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

初回検診

繰り返し検診 １年

２年以上

１８

７

４

１３

４

１

４

３

２

１

１
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５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成１２年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７９，９３３人で、このうち受診者数は４９，６７１人（地域検診：２５，８６２人、施設検診：２３，８０９

人）で、受診率は２７．６％で受診者数率とも微増している。

要精検者数は４，５６３人（地域受診：１，９７７人、施設受診：２，５８６人）、要精検率は９．２％で、前年度よ

り０．１ポイント増加している。

このうち、精密検査を受診したのは２，８５８人、精検受診率は６２．６％で前年度より２．３ポイント減少し

ている。

精検結果は、大腸がん１２２人、大腸がん疑い５人の合計１２７人が発見され、がん発見率は０．２６％で前

年度より０．０４ポイント減少した。

要精検率は地域検診より施設検診の方が４％も高いが、施設検診の精検受診率は集団検診より約

７％も低かった。

２．大腸がん検診発見大腸がん追跡調査結果
平成１２年度に発見された大腸がん及び大腸がん疑い１３０例（地域検診：５７例、施設検診：７０例、職

域検診：３例）について追跡調査を行った。

１３０例のうち、地域検診５２例、施設検診６５例、職域検診３例の合計１２０例が確定大腸がんで、そのう

ちの早期がんは７９例で早期癌率は６５．８％であった。

部位別にみると「直腸」「Ｓ状結腸」で６２．５％を占め、処置としては、外科手術５９例、内視鏡的治

療５９例であった。

地区別に比較すると、東部地区では外科手術が多く実施され、西部地区は内視鏡的治療が多かった。

また、医療機関での内視鏡治療がふえている。

Dukes分類はＡが７２．５％、組織型分類はWellが６７．５％であった。

深達度分類では、早期がんの「m」「sm」が６６．９％を占め、全国集計とほぼ同様であった。施設検

診から進行癌が多く発見されている。

逐年受診発見進行癌は７例あり、そのうち前年度便潜血陰性例は３例、前年度精検未受診例が２例

であった。
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大腸がん検診 

H.７ H.８ H.９ H.10 H.11 H.12

要精検率 受診率 精検受診率 

69.5 67.2 67.0
64.2 64.9

62.6

10.1 9.3 9.7 9.5 9.1 9.2

23.6 25.1 26.9 27.0 27.3 27.6

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １８８，４１７ １９３，２９４ １８５，７６１ １８２，６２９ １８１，６７７ １７９，９３３

受 診 者 数（人） ４４，４９４ ４８，５３８ ４９，９５７ ４９，３０２ ４９，５４４ ４９，６７１

受 診 率（％） ２３．６ ２５．１ ２６．９ ２７．０ ２７．３ ２７．６

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３９，９８３ ４４，００３ ４５，１２７ ４４，６１２ ４５，０４６ ４５，１０８

要 精 検 者 数（人） ４，５１１ ４，５３５ ４，８３０ ４，６９０ ４，４９８ ４，５６３

要精検者の割合（％） １０．１ ９．３ ９．７ ９．５ ９．１ ９．２

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ３，１３４ ３，０４９ ３，２３４ ３，０１３ ２，９２０ ２，８５８

受 診 率（％） ６９．５ ６７．２ ６７．０ ６４．２ ６４．９ ６２．６

精密検査結果
大腸がん又はがんの
疑いのある者 （人） １４８ １６９ １７３ １５９ １４７ １２７

大腸がん発見率（％） ０．３３ ０．３５ ０．３５ ０．３２ ０．３０ ０．２６

（２） 平成１２年度大腸がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一次検診受診者数

（人）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％）
要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ８７５ １，４３２ ６３ ９８ ８１２ １，３３４ ７．２ ６．８

４５～４９ １，０２８ １，８０８ ９７ １０９ ９３１ １，６９９ ９．４ ６．０

５０～５４ １，４９８ ３，０３７ １５３ １９６ １，３４５ ２，８４１ １０．２ ６．５

５５～５９ １，２０６ ３，２５７ １２４ ２１８ １，０８２ ３，０３９ １０．３ ６．７

６０～６４ ２，４３６ ５，０４８ ２６１ ３５８ ２，１７５ ４，６９０ １０．７ ７．１

６５～６９ ３，７７４ ６，２５７ ４４４ ４９０ ３，３３０ ５，７６７ １１．８ ７．８

７０～７４ ３，７０１ ５，６０３ ４６６ ４５２ ３，２３５ ５，１５１ １２．６ ８．１

７５～７９ ２，３１７ ３，３９３ ３１４ ３２０ ２，００３ ３，０７３ １３．６ ９．４

８０歳以上 １，２６１ １，７４０ １７７ ２２３ １，０８４ １，５１７ １４．０ １２．８

計 １８，０９６ ３１，５７５ ２，０９９ ２，４６４ １５，９９７ ２９，１１１ １１．６ ７．８

合 計 ４９，６７１ ４，５６３ ４５，１０８ ９．２

３９



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３６ ５３ ５７．１ ５４．１ ２１ ４０ １５ １３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ５３ ５６ ５４．６ ５１．４ ２０ ２７ ３２ ２６ ０ ０ １ ３ ０．０９７ ０．１６６

５０～５４ ７０ １４１ ４５．８ ７１．９ ２５ ８１ ４２ ５８ １ ０ ２ ２ ０．２００ ０．０６６

５５～５９ ７１ １４８ ５７．３ ６７．９ ３０ ８４ ３７ ６２ １ ０ ３ ２ ０．３３２ ０．０６１

６０～６４ １６７ ２３５ ６４．０ ６５．６ ６０ １２６ １００ ９８ ０ ０ ７ １１ ０．２８７ ０．２１８

６５～６９ ２７８ ３１７ ６２．６ ６４．７ ８５ １５０ １７７ １５６ ０ ０ １６ １１ ０．４２４ ０．１７６

７０～７４ ３０９ ３０２ ６６．３ ６６．８ ８９ １４６ １９７ １４３ ２ １ ２１ １２ ０．６２１ ０．２３２

７５～７９ ２２０ １９８ ７０．１ ６１．９ ７７ １０４ １２８ ８６ ０ ０ １５ ８ ０．６４７ ０．２３６

８０歳以上 １０８ ９６ ６１．０ ４３．０ ３５ ４０ ７２ ４９ ０ ０ １ ７ ０．０７９ ０．４０２

計 １，３１２ １，５４６ ６２．５ ６２．７ ４４２ ７９８ ８００ ６９１ ４ １ ６６ ５６ ０．３８７ ０．１８１

合 計 ２，８５８ ６２．６ １，２４０ １，４９１ ５ １２２ ０．２５６

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

年 齢

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ９，０６８ １４，９２３ ８８１ ９２５ ８，１８７ １３，９９８ ９．７ ６．２

フ ァ ル コ ３２９ ４９０ ３９ ３０ ２９０ ４６０ １１．９ ６．１

中 国 労 働
衛 生 協 会 ５４９ ５０３ ７７ ２５ ４７２ ４７８ １４．０ ５．０

病 院 ２，２３８ ３，８１５ ２３２ ２９４ ２，００６ ３，５２１ １０．４ ７．７

診 療 所 ５，９１２ １１，８４４ ８７０ １，１９０ ５，０４２ １０，６５４ １４．７ １０．０

計 １８，０９６ ３１，５７５ ２，０９９ ２，４６４ １５，９９７ ２９，１１１ １１．６ ７．８

合 計 ４９，６７１ ４，５６３ ４５，１０８ ９．２

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ５６９ ６３５ ６４．６ ６８．６ ２１０ ３４４ ３３４ ２６６ １ ０ ２４ ２５ ０．２７６０．１６８

フ ァ ル コ ３２ ２５ ８２．１ ８３．３ １０ ９ ２１ １４ ０ ０ １ ２ ０．３０４０．４０８

中国労働衛
生 協 会 ３９ １９ ５０．６ ７６．０ １３ ７ ２４ １０ ０ ０ ２ ２ ０．３６４０．３９８

病 院 １５４ １６７ ６６．４ ５６．８ ５５ ９７ ８９ ６７ ０ ０ １０ ３ ０．４４７０．０７９

診 療 所 ５１８ ７００ ５９．５ ５８．８ １５４ ３４１ ３３２ ３３４ ３ １ ２９ ２４ ０．５４１０．２１１

計 １，３１２１，５４６ ６２．５ ６２．７ ４４２ ７９８ ８００ ６９１ ４ １ ６６ ５６ ０．３８７０．１８１

合 計 ２，８５８ ６２．６ １，２４０ １，４９１ ５ １２２ ０．２５６
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．２
２０

八
東
町

２
，０
７２

９０
２

９０
２

４３
．５

６７
６７

７
．４

４８
７１
．６

１７
２８

０
３

３１
０
．３
３３

若
桜
町

２
，３
６４

５４
９

４７
６

１
，０
２５

４３
．４

３４
５６

９０
８
．８

５４
６０
．０

２６
２７

０
１

２８
０
．０
９８

用
瀬
町

１
，３
５４

５２
３

２２
５４
５

４０
．３

２４
０

２４
４
．４

１５
６２
．５

４
１１

０
０

１１
０
．０
００

佐
治
村

１
，３
２６

３３
３

１７
１

５０
４

３８
．０

３１
１７

４８
９
．５

２３
４７
．９

７
１６

０
０

１６
０
．０
００

智
頭
町

５
，５
３６

９６
７

１５
８

１
，１
２５

２０
．３

６４
１４

７８
６
．９

５９
７５
．６

２８
３１

０
０

３１
０
．０
００

気
高
町

２
，０
８７

６３
９７
１

１
，０
３４

４９
．５

５
７７

８２
７
．９

５４
６５
．９

２３
３１

０
０

３１
０
．０
００

鹿
野
町

１
，６
８０

５６
５７
９

６３
５

３７
．８

２
４０

４２
６
．６

１５
３５
．７

９
４

０
２

６
０
．３
１５

青
谷
町

３
，１
５６

８８
１

１８
９

１
，０
７０

３３
．９

６２
１７

７９
７
．４

５０
６３
．３

１４
３５

０
１

３６
０
．０
９３

羽
合
町

１
，２
４５

５７
６

２７
６０
３

４８
．４

４６
４

５０
８
．３

３３
６６
．０

１６
１７

０
０

１７
０
．０
００

泊
村

８１
６

２１
５

１７
６

３９
１

４７
．９

１７
２８

４５
１１
．５

４２
９３
．３

２４
１６

０
２

１８
０
．５
１２

東
郷
町

２
，１
５１

４９
０

５５
５４
５

２５
．３

５５
１０

６５
１１
．９

３２
４９
．２

１１
２０

０
１

２１
０
．１
８３

三
朝
町

２
，１
２１

８０
１

８０
１

３７
．８

５６
５６

７
．０

３７
６６
．１

２０
１６

０
１

１７
０
．１
２５

関
金
町

１
，１
８６

５１
０

５１
０

４３
．０

４２
４２

８
．２

３０
７１
．４

１３
１６

０
１

１７
０
．１
９６

北
条
町

２
，４
６１

４７
１

１８
２

６５
３

２６
．５

４２
２５

６７
１０
．３

４８
７１
．６

２１
２３

０
４

２７
０
．６
１３

大
栄
町

２
，７
６７

１
，７
０５

１
，７
０５

６１
．６

１１
９

１１
９

７
．０

８８
７３
．９

４６
３９

０
３

４２
０
．１
７６

東
伯
町

４
，５
６１

１
，１
６２

１
，１
６２

２５
．５

９０
９０

７
．７

６６
７３
．３

３９
２５

０
２

２７
０
．１
７２

赤
碕
町

３
，０
２６

６６
０

５３
７１
３

２３
．６

６１
４

６５
９
．１

４６
７０
．８

２７
１８

０
１

１９
０
．１
４０

西
伯
町

１
，０
８６

４７
５５
５

６０
２

５５
．４

６
９３

９９
１６
．４

５０
５０
．５

３２
１５

２
１

１８
０
．４
９８

会
見
町

１
，６
７９

３６
０

３６
０

２１
．４

２６
２６

７
．２

１４
５３
．８

８
５

０
１

６
０
．２
７８

岸
本
町

３
，１
００

６５
３

６５
３

２１
．１

６１
６１

９
．３

４０
６５
．６

２０
２０

０
０

２０
０
．０
００

日
吉
津
村

７９
０

４０
３

１２
１

５２
４

６６
．３

２７
１７

４４
８
．４

３０
６８
．２

１４
１６

０
０

１６
０
．０
００

淀
江
町

３
，８
３７

８１
９

１２
０

９３
９

２４
．５

６９
２１

９０
９
．６

７８
８６
．７

３１
４３

０
４

４７
０
．４
２６

大
山
町

２
，３
９７

５８
８

８５
６７
３

２８
．１

５１
１１

６２
９
．２

４８
７７
．４

２３
２４

０
１

２５
０
．１
４９

名
和
町

１
，９
９０

１
，１
７４

１
，１
７４

５９
．０

７１
７１

６
．０

３４
４７
．９

１５
１５

０
４

１９
０
．３
４１

中
山
町

１
，７
３１

５４
０

１１
４

６５
４

３７
．８

４２
１５

５７
８
．７

３３
５７
．９

８
２１

０
４

２５
０
．６
１２

日
南
町

３
，８
１２

１
，１
０３

５８
１
，１
６１

３０
．５

８５
４

８９
７
．７

５３
５９
．６

２７
１６

０
１０

２６
０
．８
６１

日
野
町

１
，６
４２

７０
９

７０
９

４３
．２

５７
５７

８
．０

３４
５９
．６

１３
２０

０
１

２１
０
．１
４１

江
府
町

２
，４
６１

６３
０

６３
０

２５
．６

５８
５８

９
．２

４２
７２
．４

１６
２３

０
３

２６
０
．４
７６

溝
口
町

１
，３
５９

７３
６

７３
６

５４
．２

４３
４３

５
．８

３１
７２
．１

１３
１８

０
０

１８
０
．０
００

合
計
１７
９
，９
３３

２５
，８
６２

２３
，８
０９

４９
，６
７１

２７
．６

１
，９
７７

２
，５
８６

４
，５
６３

９
．２

２
，８
５８

６２
．６

１
，２
４０

１
，４
９１

５
１２
２

１
，６
１８

０
．２
５６

４１



（３） 平成１２年度大腸がん検診発見大腸がん患者追跡調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 施 設
職域 総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

報 告 癌 １５ １５ ２７ ５７ ２５ ３ ４２ ７０ ３ １３０

確 定 癌 １５ １２ ２５ ５２ ２４ ３ ３８ ６５ ３ １２０

腺 癌 ０ ０ １ １ １ ０ ２ ３ ０ ４

非 癌 ０ ２ ０ ２ ０ ０ １ １ ０ ３

異常なし ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ２

そ の 他 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ ２ ０ ３ ３ １１ ６ ０ ２５

女 ０ ０ １ １ ４ ７ ６ ５ ３ ２７

計 ０ ０ ３ １ ７ １０ １７ １１ ３ ５２

施

設

男 ０ １ １ ４ ４ １０ １１ ８ １ ４０

女 ０ ２ １ １ ７ ４ ４ ２ ４ ２５

計 ０ ３ ２ ５ １１ １４ １５ １０ ５ ６５

職

域

男 ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ３

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ３

総

計

男 ０ １ ３ ５ ８ １４ ２２ １４ １ ６８

女 ０ ２ ２ ２ １１ １１ １０ ７ ７ ５２

計 ０ ３ ５ ７ １９ ２５ ３２ ２１ ８ １２０

表３ 部 位
（ ）内％

地 域 施 設
職域 総 計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ４ ３ ４ １１ ９ １ １６ ２６ ０ ３７（３０．８）

Ｓ ４ ５ ８ １７ １０ １ １０ ２１ ０ ３８（３１．７）

Ｄ １ ０ １ ２ １ ０ ３ ４ １ ７（ ５．８）

Ｔ ２ ０ ３ ５ １ ０ １ ２ ０ ７（ ５．８）

Ａ ４ ２ ５ １１ ３ １ ５ ９ １ ２１（１７．５）

Ｃ ０ ２ ２ ４ ０ ０ ２ ２ １ ７（ ５．８）

不明 ０ ０ ２ ２ ０ ０ １ １ ０ ３（ ２．５）

計 １５ １２ ２５ ５２ ２４ ３ ３８ ６５ ３ １２０（１００．０）

４２



表４ 大きさ
（ ）内％

大きさ

（㎜）

地 域 施 設
職域 総 計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０ ～１０ ６ ３ ５ １４ ３ ０ ６ ９ １ ２４（２０．０）

１１～２０ ４ １ ７ １２ ５ ２ １４ ２１ ０ ３３（２７．５）

２１～５０ ３ ４ ４ １１ ８ １ ８ １７ １ ２９（２４．２）

５１～ ２ １ １ ４ ４ ０ ５ ９ ０ １３（１０．８）

不 明 ０ ３ ８ １１ ４ ０ ５ ９ １ ２１（１７．５）

計 １５ １２ ２５ ５２ ２４ ３ ３８ ６５ ３ １２０（１００．０）

表６ 深達度
（ ）内％

深 達 度
地 域 施 設

職域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

ｍ ８ ８ １５ ３１ ５ １ ２０ ２６ ２ ５９

sm ３ １ ４ ８ ７ １ ３ １１ ０ １９

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ １

小 計 １１ ９ １９ ３９ １２ ２ ２４ ３８ ２ ７９（６６．９）

mp ２ ２ １ ５ １ １ ３ ５ ０ １０

ss ２ ０ １ ３ ２ ０ ６ ８ ０ １１

ｓ ０ １ ３ ４ ６ ０ ４ １０ １ １５

不 明 ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ０ ３

小 計 ４ ３ ５ １２ １２ １ １３ ２６ １ ３９

不 明 ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ２

計 １５ １２ ２５ ５２ ２４ ３ ３８ ６５ ３ １２０

表５ 肉眼分類

早期癌
Ⅰp Ⅰsp Ⅰs Ⅱa Ⅱa＋Ⅱc Ⅱc LST 不明 計

２０ ２２ １４ １１ ６ ３ １ ２ ７９

進行癌
１型 ２型 ３型 ４型 ５型 不明 計

４ ２９ ３ ０ ０ ３ ３９

４３



表７ Dukes分類
（ ）内％

Dukes分類
地 域 施 設

職域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ａ １４ １０ １９ ４３ １２ ３ ２７ ４２ ２ ８７（７２．５）

Ｂ ０ １ １ ２ ６ ０ ５ １１ ０ １３（１０．８）

Ｃ ０ １ ４ ５ ５ ０ ４ ９ ０ １４（１１．７）

Ｄ １ ０ ０ １ １ ０ １ ２ １ ４（ ３．３）

不明 ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ２（ １．７）

計 １５ １２ ２５ ５２ ２４ ３ ３８ ６５ ３ １２０（１００．０）

表８ 組織型分類
（ ）内％

組織型
地 域 施 設

職域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Well １１ １０ ２０ ４１ １１ ２ ２６ ３９ １ ８１（６７．５）

Mod ３ ２ ３ ８ ９ １ １０ ２０ １ ２９（２４．２）

Poor １ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ２（ １．７）

不明 ０ ０ ２ ２ ３ ０ ２ ５ １ ８（ ６．７）

計 １５ １２ ２５ ５２ ２４ ３ ３８ ６５ ３ １２０（１００．０）

表９ 治療法
（ ）内％

治療方法
地 域 施 設

職域 総 計
東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

外 科 手 術 ８ ５ ９ ２２ １９ ２ １５ ３６ １ ５９

内視鏡治療 ７ ７ １５ ２９ ５ １ ２２ ２８ ２ ５９

そ の 他 ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ２

計 １５ １２ ２５ ５２ ２４ ３ ３８ ６５ ３ １２０

４４



表１０ 平成１２年度逐年検診発見進行癌

症 例 病 巣 便潜血
前年の精検 地区 検診

No 氏 名 年令 性 部位 大きさ
（㎜） 深達 肉眼型 組織型 前年 当年

１ Ｋ・Ｓ ８０ ｆ Ｒ（ｂ） ２６ mp ２ Well ＋－ ＋－ 精検未受診 東部 地域

２ Ａ・Ｋ ６８ ｍ Ｓ ５０ ss ２ Mode ＋＋ －＋ その他の疾患 東部

施

設

３ Ｋ・Ｍ ４９ ｍ Ｒ（ｓ） ４８ se ２ Mode －－ ＋＋ 東部

４ Ｔ・Ｈ ７５ ｍ Ａ ５０ se ２ Por１ －－ ＋－ 東部

５ Ｔ・Ｙ ５７ ｆ Ｄ ２０ 不明 ２ Well ＋－ ＋＋ 精検未受診 東部

６ Ｎ・Ｙ ６５ ｆ Ｒ（ｓ） ３０ mp ２ Mode －－ ＋＋ 東部

７ Ｙ・Ｍ ６３ ｍ Ｒ（ａ） ５５ mp ２ Well ＋＋ ＋＋ その他の疾患 西部

表１１ 地区別の比較

東 部 中 部 西 部

大きさ

㎜

０～２０

（％）

１８

（５１．４）

６

（５０．０）

３２

（６４．０）

５１以上 ６ １ ６

計 ３５ １２ ５０

治療法

内視鏡

（％）

１２

（３０．８）

８

（５３．３）

３７

（６０．７）

外科 ２７ ７ ２４

早期率

早期癌

（％）

２３

（５９．０）

１１

（７３．３）

４３

（６８．３）

発見癌 ３９ １５ ６３

４５



６．肝 臓 が ん 検 診

１．肝臓がん検診実績
平成１２年度は２６市町村で実施し、対象者数（基本健康診査の対象者数）は３６，６６０人で、このうち受

診者数は４，０２７人で受診率は１１．０％であった。

一次検診の結果、要指導者は４１６人（１０．３％）、要精検者は４４１人（１１．０％）であった。

このうち、精密検査を受診したのは２８２人、精検受診率６３．９％であった。また、精検受診者２８２人の

うち、HBs抗原陽性者は７９人、HCV抗体陽性者は７９人であった。

この結果、肝臓がんまたは肝臓がん疑いの者は２人であり、発見率は０．０５％であった。

平成７年度～平成１２年度の６年間を集計すると、受診者数は６６，９４５人で、そのうちHBs抗原陽性者

は１，８３０人（２．７３％）、HCV抗体陽性者は３，０５６人（４．５６％）であった。HCV抗体陽性率は６０歳以上が

高く、HBs抗原陽性率は４０～５９歳が高い傾向は例年と同様であった。

２．肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査結果
肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査を平成１０年度より行うことにな

り、平成１２年度は２７市町村で実施された。

健康指導対象者はＢ型肝炎ウイルス陽性者が６４７人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が８５１人で、このうち

受診者数はＢ型肝炎ウイルス陽性者が３０３人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が４３５人であった。

定期検査の結果、慢性肝炎と診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が５６人（受診者数の１８．５％）、

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が２２０人（受診者数の５０．６％）であった。また、肝硬変と診断された人はＢ

型肝炎ウイルス陽性者が６人（受診者数の２．０％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が１８人（受診者数の４．１％）

であった。

肝臓がん疑いまたは肝臓がんと診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が３人（受診者数の

１．０％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が８人（受診者数の１．８％）であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 平成１２年度肝臓がん検診によりがん及びがん疑いの者が２名発見され、確定調査の結果確定

がんが１名、血管腫が１名であった。がんの１名は、肝炎ウイルス検査では陰性であったが、肝

機能異常で、エコーを行いがんが発見された症例である。また、肝臓がん検診により発見された

ウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、がん及びがん疑いの者が１１名発見され、そのうち５

名は過去の検診、定期検査で既にがんと診断されていた。残り６名の確定調査を行った結果、確

定がんが５例、脂肪肝が１名であった。

（２） 平成７年度～１１年度肝臓がん検診で確定がんが１５例、平成１０、１１年度定期検査確定がんが１５

例であった。
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（１） 平成１２年度肝臓がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一次検診受診者数

（人）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％） 異常認めず
要 指 導 要 精 検

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４
（ ３１）

１７０
（ ４４）

３７１
（ ３）

４１
（ ２）

１４
（ ８）

３３
（ ３）

２５ １９．４ ６．７
（ ２０）

９６
（ ３９）

３３２

４５～４９
（ ２７）

１２３
（ ５７）

２０５
（ ２）

２５
（ ３）

１３
（ ６）

２０
（ ７）

２２ １６．３ １０．７
（ １９）

７８
（ ４７）

１７０

５０～５４
（ ２７）

１７３
（ ４８）

３７１
（ ６）

４１
（ １）

３１
（ ５）

２５
（ ２）

３３ １４．５ ８．９
（ １６）

１０７
（ ４５）

３０７

５５～５９
（ ２５）

１３３
（ ４０）

２８１
（ ３）

３０
（ １）

２４
（ ５）

２２
（ ６）

３５ １６．５ １２．５
（ １７）

８１
（ ３３）

２２２

６０～６４
（ ３９）

３１２
（ ３４）

４４３
（ ９）

４４
（ ２）

３１
（ ５）

４４
（ ５）

２７ １４．１ ６．１
（ ２５）

２２４
（ ２７）

３８５

６５～６９
（ ４１）

２８３
（ ３７）

３５５
（ ５）

４３
（ ４）

２３
（ ４）

３２
（ ２）

３０ １１．３ ８．４
（ ３２）

２０８
（ ３１）

３０２

７０～７４
（ １７）

２１３
（ ２７）

２６４
（ １）

２４
（ １）

１６
（ ３）

３２
（ ０）

２８ １５．０ １０．６
（ １３）

１５７
（ ２６）

２２０

７５～７９
（ １１）

１０６
（ １０）

１２７
（ ０）

７
（ ０）

３
（ ０）

１１
（ １）

１０ １０．４ ７．９
（ １１）

８８
（ ９）

１１４

８０歳以上
（ ７）

４７
（ ６）

５０
（ １）

４
（ ０）

２
（ １）

８
（ ０）

４ １７．０ ８．０
（ ５）

３５
（ ６）

４４

計
（ ２２５）
１，５６０

（ ３０３）
２，４６７

（ ３０）
２５９

（ １４）
１５７

（ ３７）
２２７

（ ２６）
２１４ １４．６ ８．７

（ １５８）
１，０７４

（ ２６３）
２，０９６

合 計
（ ５２８）
４，０２７

（ ４４）
４１６

（ ６３）
４４１

１１．０
（ ４２１）
３，１７０

（ ）内はウイルス検査のみした人の再掲

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受診者数（人） 精 密 検 査 受 診 率（％）

男 女 男 女

４０～４４
（ ３）
［ ２］

１６

（ ７）
［ ４］

１２
４８．５ ４８．０

４５～４９
（ ４）
［ ０］

８

（ ３）
［ ２］

１５
４０．０ ６８．２

５０～５４
（ ６）
［ ４］

１５

（ １１）
［ ２］

２０
６０．０ ６０．６

５５～５９
（ １）
［ １］

１４

（ ８）
［ ５］

２４
６３．６ ６８．６

６０～６４
（ ４）
［ ４］

２４

（ ４）
［ ８］

２１
５４．５ ７７．８

６５～６９
（ ３）
［ ４］

１８

（ ６）
［ ８］

２３
５６．３ ７６．７

７０～７４
（ ７）
［ ９］

２４

（ ５）
［ １３］

２２
７５．０ ７８．６

７５～７９
（ ３）
［ ３］

８

（ ２）
［ ５］

９
７２．７ ９０．０

８０歳以上
（ １）
［ ２］

５

（ １）
［ ３］

４
６２．５ １００．０

計
（ ３２）
［ ２９］

１３２

（ ４７）
［ ５０］

１５０
５８．１ ７０．１

合 計
（ ７９）
［ ７９］

２８２
６３．９

（ ）内はHBs抗原陽性者の内訳
［ ］内はHCV抗体陽性者の内訳
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年
齢

精
密
検
査
結
果

異
常
な
し

そ
の
他
の
疾
病

そ
の

他
の

疾
病

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓

が
ん

肝
臓
が
ん

発
見
率

（
％
）

脂
肪

肝
H
B
V
キ
ャ
リ
ア
・

H
C
V
キ
ャ
リ
ア

慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
そ

の
他

が
ん

う
ち
早
期
が
ん

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

１
０

１５
１１

７
２

３
９

３
０

０
０

２
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
．０
０

０
．２
７

４５
～
４９

０
１

８
１４

２
１０

１
２

１
１

１
０

３
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

５０
～
５４

０
２

１５
１８

１
５

６
１１

３
１

０
０

４
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

５５
～
５９

１
３

１３
２１

３
５

２
９

１
５

０
０

７
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

６０
～
６４

２
４

２２
１７

３
４

５
１０

４
３

０
０

６
０

４
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

６５
～
６９

２
２

１５
２１

５
６

４
９

２
４

１
０

１
０

２
２

０
０

１
０

０
０

０
．３
５

０
．０
０

７０
～
７４

２
１

２２
２１

３
３

１２
１４

１
３

２
１

３
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

７５
～
７９

０
０

８
９

１
１

５
５

０
３

０
０

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

８０
歳
以
上

１
０

４
４

１
０

２
４

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

計
９

１３
１２
２

１３
６

２６
３６

４０
７３

１５
２０

４
１

２７
２

１０
４

０
１

１
０

０
０

０
．０
６

０
．０
４

合
計

２２
２５
８

６２
１１
３

３５
５

２９
１４

１
１

０
０
．０
５

年
代
別
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
率

年
齢
区
分

一
次
検
診
受
診
者
数

H
B
s抗
原
陽
性
者

H
B
s抗
原
陽
性
率（
％
）
H
C
V
抗
体
陽
性
者

H
C
V
抗
体
陽
性
率（
％
）

４０
～
４４

５４
１

１７
３
．１

６
１
．１

４５
～
４９

３２
８

１４
４
．３

３
０
．９

５０
～
５４

５４
４

２７
５
．０

７
１
．３

５５
～
５９

４１
４

１４
３
．４

８
１
．９

６０
～
６４

７５
５

１７
２
．３

１９
２
．５

６５
～
６９

６３
８

１４
２
．２

１７
２
．７

７０
～
７４

４７
７

１５
３
．１

３０
６
．３

７５
～
７９

２３
３

４
１
．７

９
３
．９

８０
歳
以
上

９７
３

３
．１

７
７
．２

合
計

４
，０
２７

１２
５

３
．１

１０
６

２
．６
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３
）
平
成
１２
年
度
肝
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診
受
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況
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町
村
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者

Ａ
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要
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検
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者

精
検
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診
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数

M

精
検
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率

O＝
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M

検
査

結
果

別
人

員

集
団

検
診
Ｂ

施
設

検
診
Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

集
団

検
診
Ｆ

施
設

検
診
Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

集
団

検
診
Ｉ

施
設

検
診
Ｊ

計

Ｋ
＝
Ｉ
＋
Ｊ

要
精
検

率
（
％
）

Ｌ
＝
Ｋ
／Ｄ

異
常

認
め
ず
P

そ
の
他

の
疾
病
Q

が
ん

疑
い
R

が
ん

S

異
常
者

総
計
T

が
ん
発
見
率

（
％
）

U
＝（
R＋
S）

／D

倉
吉
市

２
，０
４
５

４
９

４
９

２
．４

５
５

７
７

１
４
．３

４
５
７
．１

０
４

０
０

４
―

国
府
町

３
４
７

（
９
）

８
９

（
９
）

８
９

２
５
．６

（
１
）
７

（
１
）
７

（
２
）

１
５

（
２
）

１
５

１
６
．９

８
５
３
．３

１
７

０
０

７
―

福
部
村

７
９
１

（
１
）

１
１

（
１
）
１

（
２
）

１
２

１
．５

（
０
）
０

（
０
）
０

（
０
）
０

（
０
）
３

（
０
）
０

（
０
）
３

２
５
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１
３
３
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０
１
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０

１
―

郡
家
町

４
，３
８
１

（
１
７
）

２
１
２

（
１
）

１
０

（
１
８
）

２
２
２

５
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１
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０
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３
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１
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０

３
１

―
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町

３
２
４

７
５

７
５

２
３
．１

８
８

２
２

２
．７

１
５
０
．０

０
１

０
０

１
―

八
東
町

２
，１
５
３

（
６
０
）

１
７
３

（
０
）

１
４
３

（
６
０
）

３
１
６

１
４
．７

（
２
）

１
０

（
０
）

１
５

（
２
）

２
５

（
６
）

２
６

（
０
）

２
７

（
６
）

５
３

１
６
．８

４
６

８
６
．８

２
４
４

０
０

４
４

―

若
桜
町

３
６

３
６

３
６

１
０
０
．０

２
２

１
０

１
０

２
７
．８

７
７
０
．０

１
６

０
０

６
―

用
瀬
町

２
，９
３
４

（
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１
）

２
８

（
０
）

２
２

（
１
１
）

５
０

１
．７

（
１
）
５

（
０
）
２

（
１
）
７

（
０
）
１

（
０
）
２

（
０
）
３

６
．０

２
６
６
．７

０
２

０
０

２
―

佐
治
村

２
７

２
７

２
７

１
０
０
．０

６
６

３
３

１
１
．１

１
３
３
．３

０
１

０
０

１
―

鹿
野
町

７
１
０

１
１
８

１
９

２
．７

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
―

羽
合
町

２
，２
２
８

（
１
０
６
）

２
９
３

（
０
）

２
６

（
１
０
６
）

３
１
９

１
４
．３

（
１
４
）

２
７

（
０
）
４

（
１
４
）

３
１

（
１
０
）

２
３

（
０
）
４

（
１
０
）

２
７

８
．５

１
７

６
３
．０

１
１
６

０
０

１
６

―

泊
村

１
，１
７
２

（
２
）

２
７

（
０
）

１
７
３

（
２
）

２
０
０

１
７
．１

（
０
）
２

（
０
）

２
７

（
０
）

２
９

（
０
）
６

（
０
）
４

（
０
）

１
０

５
．０

１
１
０
．０

０
１

０
０

１
―

東
郷
町

１
，５
６
６

（
３
４
）

１
２
６

（
２
８
）

２
０
９

（
６
２
）

３
３
５

２
１
．４

（
４
）
８

（
２
）

１
３

（
６
）

２
１

（
６
）

１
４

（
５
）

１
６

（
１
１
）

３
０

９
．０

１
７

５
６
．７

１
１
６

０
０

１
６

―

北
条
町

１
４
２

１
４
２

１
４
２

１
０
０
．０

２
９

２
９

９
９

６
．３

４
４
４
．４

０
４

０
０

４
―

大
栄
町

１
，９
９
１

（
７
２
）

１
２
５

（
７
２
）

１
２
５

６
．３

（
６
）

１
４

（
６
）

１
４

（
８
）

１
６

（
８
）

１
６

１
２
．８

１
３

８
１
．３

１
１
２

０
０

１
２

―

東
伯
町

８
６
０

（
６
０
）

５
７
０

（
６
０
）

５
７
０

６
６
．３

（
５
）

５
９

（
５
）

５
９

（
１
０
）

６
７

（
１
０
）

６
７

１
１
．８

２
５

３
７
．３

０
２
５

０
０

２
５

―

赤
碕
町

５
，２
０
７

５
５

５
５

１
．１

０
０

２
２

３
．６

２
１
０
０
．０

０
２

０
０

２
―

西
伯
町

１
４
７

４
０

４
０

２
７
．２

８
８

３
３

７
．５

１
３
３
．３

０
１

０
０

１
―

岸
本
町

８
８

（
３
）

８
８

（
３
）

８
８

１
０
０
．０

（
０
）
５

（
０
）
５

（
０
）

１
０

（
０
）

１
０

１
１
．４

６
６
０
．０

０
５

０
１

６
１
．１
４

日
吉
津
村

９
３

（
１
）

４
４

（
１
）

４
４

４
７
．３

（
０
）
１

（
０
）
１

（
０
）
７

（
０
）
７

１
５
．９

７
１
０
０
．０

１
６

０
０

６
―

淀
江
町

１
，８
９
９

１
５
５

１
５
５

８
．２

３
７

３
７

１
６

１
６

１
０
．３

１
２

７
５
．０

１
１
０

１
０

１
１

０
．６
５

大
山
町

２
，１
０
２

４
９
７

８
６

５
８
３

２
７
．７

４
０

１
８

５
８

４
９

２
５
１

８
．７

４
１

８
０
．４

６
３
５

０
０

３
５

―

中
山
町

１
，８
２
９

（
９
９
）

２
７
１

（
０
）
１

（
９
９
）

２
７
２

１
４
．９

（
８
）

２
１

（
０
）
０

（
８
）

２
１

（
１
２
）

２
６

（
０
）
０

（
１
２
）

２
６

９
．６

１
９

７
３
．１

２
１
７

０
０

１
７

―

日
野
町

１
，５
４
２

（
０
）

１
３
１

（
０
）

１
３
１

８
．５

（
０
）

１
４

（
０
）

１
４

（
０
）

１
０

（
０
）

１
０

７
．６

６
６
０
．０

０
６

０
０

６
―

江
府
町

１
，９
２
２

（
２
２
）

５
４

（
２
２
）

５
４

２
．８

（
０
）
６

（
０
）
６

（
２
）
８

（
２
）
８

１
４
．８

６
７
５
．０

１
５

０
０

５
―

溝
口
町

１
２
４

（
１
）

１
９

（
１
）

１
９

１
５
．３

（
０
）
０

（
０
）
０

（
０
）
１

（
０
）
１

５
．３

０
０
．０

０
０

０
０

０
―

合
計
３
６
，６
６
０

（
４
９
８
）

２
，８
７
１

（
３
０
）

１
，１
５
６

（
５
２
８
）

４
，０
２
７

１
１
．０

（
４
２
）

２
５
２

（
２
）

１
６
４

（
４
４
）

４
１
６

（
５
８
）

３
５
１

（
５
）

９
０

（
６
３
）

４
４
１

１
１
．０

２
８
２

６
３
．９

２
２

２
５
８

１
１

２
６
０

０
．０
５

※
（

）
内
は
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
み
し
た
人
の
再
掲

４９



４）平成７～１２年度年代別肝臓がん検診結果

年 齢

一次検診受診者数

（人）

HBs抗原陽性者

（人）

HBs抗 原陽性率

（％）

HCV抗体陽性者

（人）

HCV抗体陽性率

（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０ ～ ４４ １，４２６ ２，９６９ ７１ ９９ ４．９８ ３．３３ ３１ ３８ ２．１７ １．２８

４５ ～ ４９ １，６０９ ３，５６８ ８９ １５１ ５．５３ ４．２３ ３０ ８６ １．８６ ２．４１

５０ ～ ５４ １，４１８ ４，０８８ ８０ １６９ ５．６４ ４．１３ ２４ １４０ １．６９ ３．４２

５５ ～ ５９ １，５９４ ５，０１９ ６０ １７０ ３．７６ ３．３９ ５６ ２０９ ３．５１ ４．１６

６０ ～ ６４ ３，６６８ ７，９７１ １１０ １７３ ３．００ ２．１７ １５４ ４２０ ４．２０ ５．２７

６５ ～ ６９ ４，７３３ ８，３１３ １１９ １７２ ２．５１ ２．０７ ２４５ ４５４ ５．１８ ５．４６

７０ ～ ７４ ４，００９ ６，５９３ ７４ １２４ １．８５ １．８８ ２４６ ３８２ ６．１４ ５．７９

７５ ～ ７９ ２，１５４ ３，７５９ ４８ ６２ ２．２３ １．６５ １２７ ２０１ ５．９０ ５．３５

８０歳 以 上 １，５３８ ２，５１６ １７ ４２ １．１１ １．６７ ９８ １１５ ６．３７ ４．５７

計 ２２，１４９ ４４，７９６ ６６８ １，１６２ ３．０２ ２．５９ １，０１１ ２，０４５ ４．５６ ４．５７

合 計 ６６，９４５ １，８３０ ２．７３ ３，０５６ ４．５６

５０



（
２
）
平
成
７
年
度
か
ら
１１
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
）
平
成
１２
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
１２
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
数
）

受
診

者
数

（
平
成
１３
年
３
月

３１
日
現
在
の
実

人
数
）

定
期

検
査

結
果

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
H
B
s

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

１９
２４

６
５

３
４

１
１

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９

２６
４０

９
１６

４
１３

１
０

２
３

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４

４０
６５

９
２６

４
２２

０
０

１
２

１
１

１
０

０
０

０
０

０
１

２
０

５５
～
５９

２７
４８

１１
２４

８
１４

１
４

１
５

０
０

０
０

１
０

０
０

０
１

０
０

６０
～
６４

４２
６１

２２
３１

１７
２６

０
０

４
４

０
０

０
０

１
０

０
０

０
１

０
０

６５
～
６９

４０
６６

１７
４２

８
３２

２
２

６
６

０
１

０
０

０
０

０
１

１
０

０
０

７０
～
７４

２７
５３

１４
３１

９
１８

１
５

４
５

０
１

０
０

０
０

０
０

０
１

０
１

７５
～
７９

１７
２５

１２
１２

６
８

０
１

６
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

８０
歳
以
上

１２
１５

７
９

５
７

０
０

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

計
２５
０

３９
７

１０
７

１９
６

６４
１４
４

６
１３

２７
２９

３
３

１
０

２
０

０
１

１
５

３
１

合
計

６４
７

３０
３

２０
８

１９
５６

６
１

２
１

６
４

２
）
平
成
１２
年
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
１２
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
数
）

受
診

者
数

（
平
成
１３
年
３
月

３１
日
現
在
の
実

人
数
）

定
期

検
査

結
果

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
H
C
V

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

７
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９

６
１２

２
４

０
１

０
０

１
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

５０
～
５４

１０
２９

１
１４

０
６

０
０

０
８

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９

７
４８

１
２７

１
４

０
１

０
２１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

６０
～
６４

４０
８８

１２
４６

２
１３

０
５

９
２３

０
１

０
０

０
０

０
１

０
０

１
３

６５
～
６９

５６
１３
６

２２
７９

５
２９

１
２

１３
４４

０
２

１
０

０
０

１
０

０
１

１
１

７０
～
７４

６４
１３
８

３２
８０

１３
３６

１
３

１５
３６

１
３

０
０

０
１

１
０

０
０

１
１

７５
～
７９

５１
７８

３２
４０

６
１５

２
０

１８
２０

１
３

０
０

１
０

２
０

１
０

１
２

８０
歳
以
上

３５
４３

１８
２５

９
１５

１
０

４
５

２
４

０
０

１
０

０
０

０
０

１
１

計
２７
６

５７
５

１２
０

３１
５

３６
１１
９

５
１１

６０
１６
０

４
１４

２
０

２
１

４
１

１
１

６
８

合
計

８５
１

４３
５

１５
５

１６
２２
０

１８
２

３
５

２
１４

５１



健 康 指 導

対 象 者 数

定 期 検 査

受 診 者 数
慢 性 肝 炎 肝 硬 変

肝 臓 が ん 疑 い

または肝臓がん

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 ６４７ ３０３
５６

（１８．５％）

６

（２．０％）

３

（１．０％）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 ８５１ ４３５
２２０

（５０．６％）

１８

（４．１％）

８

（１．８％）

（３） 平成１２年度肝臓がん検診等発見がん患者追跡調査結果について

１）平成１２年度肝臓がん検診発見癌または癌疑いおよび定期検査（がん疑いまたはがん）

（検診発見癌または癌疑い）

年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１

２

４３

６９

女

男

血管腫

肝癌 切 除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無

Ｂ

―

３

５，０２３

（定期検査による発見癌または癌疑い）

３

４

５

６

７

８

６４

７５

７５

８６

７０

６４

女

男

男

男

女

男

肝癌

肝癌

肝癌

肝癌

肝癌

脂肪肝

TAI

TAE

TAE

PEIT

９９．１０．４

００．４．１９

９７．１１

００．８．１８

００．７．２

＞４個

単 発

＞４個

単 発

S２３４５７

S７

S４５６８

S４

１０×１０

３０×３０

２５×２５

１５×１５

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

有

無

有

無

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

６２

０

３６．５

１６

２，５４５同月死亡

２．１

２）平成１０年、１１年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

７１

６３

７１

６３

５９

７６

７０

６８

８３

７９

６４

７９

６６

８２

７４

男

男

男

女

男

女

男

男

男

男

男

女

男

男

女

切除

切除

TAE

PEIT

TAE

TAE

切除

MCT

TAE

TAE

切除

TAE

切除

TAE

切除

９５．８

９７．２．２６

９７．７．１６

９７．１２．３

９８．５

９８．６．３０

９８．９．１

９９．１．２５

９９．２．１１

９９．６．９

００．２．８

００．３．１

００．９．２７

００．４．５

００．２

単 発

単 発

２ 個

単 発

単 発

単 発

単 発

４ 個

＞４個

単 発

２ 個

単 発

２ 個

単 発

単 発

S８

S６，８

S２

S８

S８

S８

S２３７７

S３５６７８

S８

S５／６，４
S６

S６５

S４

S２

３０×３０

３０×３０

１０×１０

２０×２０

３０×３０

４０×３０

２７×２７

４０×３０

７５×７０

１０×１０

１５×１５

５５×４０

３２×３２

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

浸潤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

有

有

無

無

有

有

有

有

有

有

無

有

有

有

有

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

４年６か月後死亡

TAE２回、無再発

無再発生存中

再発、３年２か月後死亡

再発、２年３か月後死亡

再発、２年９か月後死亡

１年６か月後再発

１１か月後死亡

８か月後死亡

無再発生存中

５か月後再発

無再発生存中

無再発生存中

無再発生存中

５２



３）平成７年～１１年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

７４

７０

６３

８３

７４

６４

７２

７０

６９

７３

６１

７５

５７

８０

４９

女

女

女

男

女

女

男

男

男

女

男

男

男

女

男

切除

TAE

切除

TAE

TAE

TAE

TAE

PEIT

PEIT

TAE

TAE

TAE

TAE

切除

RES

９５．１０．２４

９６．２．２０

９６．３．１３

９６．７．１５

９６．８．２９

９６．１０．２５

９６．１１．１

９６．１１．２２

９７．１．７

９７．１１．１７

９７．１１．１７

９７．１２．４

９８．３．３

９８．７．３１

９９．１２．１５

単 発

単 発

単 発

単 発

＞４個

＞４個

２ 個

単 発

単 発

＞４個

３ 個

単 発

単 発

単 発

＞４個

S４

S８

S７

S４

S５６７８

S６７

S６

S５

S７

S２３４

S５６８

S７／８
S１

S５／６
S４５６８

５５×５５

４０×３８

３０×２３

１２×１２

３５×３５

６７×５７

２０×２０

２５×２５

１０×９

８０×６０

１５×１０

４０×３２

７０×５０

２５×２５

８０×８０

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

浸潤

有

無

有

無

無

無

有

有

無

無

有

無

有

無

無

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

―

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

１年６か月後再発

死亡

無再発生存中

再発、３年９か月後死亡

再発、１年８か月後死亡

９か月後死亡

再発、１年１か月後死亡

９か月後再発

２年６か月後再発

３か月後死亡

再発、２年３か月後死亡

７か月後死亡

１年後死亡

９か月後死亡

４か月後死亡

５３



７．全国がん検診実績との比較

（単位：人 ％）

区 分 平成１２年度実績（鳥取） 平成１２年度実績（全国）

胃

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７２，８２５ ３２，２５９，７７４

受 診 者 数（人） ４０，３５７ ４，２０６，５４３

受 診 率（％） ２３．４ １３．０

要 精 検 者 数（人） ５，１５０ ４９５，６７５

要 精 検 率（％） １４．０ １１．８

精 検 受 診 者 数（人） ３，７６６ ３７９，５３６

精 検 受 診 率（％） ７３．１ ７６．６

がん又はがんの疑いのある者 ８７ ７，４６９

が ん 発 見 率（％） ０．２２ ０．１８

Ｈ１２年度受診率全国順位 １１位 ―

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対 象 者 数（人） １２４，６６２ ２５，８４８，４２２

受 診 者 数（人） ２５，７９７ ３，５７７，５４０

受 診 率（％） ２０．７ １３．８

要 精 検 者 数（人） １１０ ３３，９１３

要 精 検 率（％） ０．４３ ０．９５

精 検 受 診 者 数（人） ９２ ２２，９５４

精 検 受 診 率（％） ８３．６ ６７．７

がん又はがんの疑いのある者 ３９ ６，７５５

が ん 発 見 率（％） ０．１５ ０．１９

Ｈ１２年度受診率全国順位 １２位 ―

肺

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７５，８１８ ３２，０８７，９２１

受 診 者 数（人） ６２，８３７ ７，２６７，７１８

受 診 率（％） ３５．７ ２２．６

要 精 検 者 数（人） ３１１ １９１，２００

要 精 検 率（％） ０．４９ ２．６３

精 検 受 診 者 数（人） ２４２ １４８，１７７

精 検 受 診 率（％） ７７．８ ７７．５

がん又はがんの疑いのある者 ５９ ６，７６２

が ん 発 見 率（％） ０．０９ ０．０９

Ｈ１２年度受診率全国順位 １５位 ―

５４



区 分 平成１２年度実績（鳥取） 平成１２年度実績（全国）

乳

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １２７，８１０ ２６，４４４，６７５

受 診 者 数（人） ２９，５３２ ３，０９３，７９８

受 診 率（％） ２３．１ １１．７

要 精 検 者 数（人） ７５８ １１７，１８７

要 精 検 率（％） ２．５７ ４．５６

精 検 受 診 者 数（人） ６３５ ９１，３７４

精 検 受 診 率（％） ８３．８ ７８．０

がん又はがんの疑いのある者 ２９ ４，９５０

が ん 発 見 率（％） ０．１０ ０．１６

Ｈ１２年度受診率全国順位 ７位 ―

大

腸

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７９，９３３ ３４，６２９，９４７

受 診 者 数（人） ４９，６７１ ５，４８０，５９３

受 診 率（％） ２７．６ １５．８

要 精 検 者 数（人） ４，５６３ ３９４，２２５

要 精 検 率（％） ９．２ ７．２

精 検 受 診 者 数（人） ２，８５８ ２３３，３４３

精 検 受 診 率（％） ６２．６ ５９．２

がん又はがんの疑いのある者 １２７ １１，９０３

が ん 発 見 率（％） ０．２６ ０．２２

Ｈ１２年度受診率全国順位 ９位 ―

５５
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Ⅲ．平成１３年度各がん検診従事者講習会及び
症例研究会開催状況



平
成
１３
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者
数

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１４
年
２
月
２８
日（
木
）

午
後
４
時

米
子
市

西
部
医
師
会

１２
６
名
演
題
「
胃
が
ん
検
診
に
お
け
る
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
法
の
位
置
付
け
」

講
師
：
松
江
赤
十
字
病
院
第
３
内
科
副
部
長

井
上
和
彦
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
岩
美
病
院

津
本
順
史
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

野
口
直
哉
先
生

西
部
―
１
例
：
江
尾
診
療
所

武
地
幹
夫
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

子
宮
が
ん
検
診
症
例
検
討
会

平
成
１４
年
２
月
１４
日（
木
）

午
後
４
時

平
成
１３
年
１２
月
２
日（
日
）

午
後
１
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

米
子
市

西
部
医
師
会
館

５３
名

４８
名

演
題
：「
子
宮
頚
部
初
期
病
変
の
取
り
扱
い
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
助
手

金
森
康
展
先
生

症
例
提
示
５
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１４
年
３
月
１６
日（
土
）

午
後
４
時

米
子
市

西
部
医
師
会
館

６６
名
演
題
「
肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
―
単
純
写
真
と
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
C
T
―
」

講
師
：
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
呼
吸
器
内
科
医
長

森
清
志
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

石
倉
孝
訓
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
１
例
：
国
立
米
子
病
院

中
村
廣
繁
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１３
年
８
月
１１
日（
土
）

午
後
３
時
３０
分

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

９５
名
演
題
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
の
意
義
と
そ
の
実
際
に
つ
い
て
」

講
師
：
博
愛
病
院
乳
腺
外
科
部
長

村
田
陽
子
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

渡
辺
直
樹
先
生

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

山
口
由
美
先
生

西
部
―
１
例
：
博
愛
病
院

佐
藤
尚
喜
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

大
谷
眞
二
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１３
年
９
月
１３
日（
木
）

午
後
４
時

米
子
市

西
部
医
師
会
館

１１
４
名
演
題
：「
鳥
取
県
大
腸
が
ん
検
診
８
年
間
の
成
績
と
今
後
の
問
題
点
」

講
師
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院
内
科
医
長

佐
藤

徹
先
生

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

山
本
寛
子
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

野
口
直
哉
先
生

西
部
―
１
例
：
博
愛
病
院

角
賢
一
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１４
年
２
月
２
日（
土
）

午
後
４
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館
１０
６
名
演
題
「
肝
が
ん
と
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
代
謝
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
第
２
内
科
教
授

村
脇
義
和
先
生

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

松
田
裕
之
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

嵯
峨
山

敦
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

岸
本
幸
廣
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成１４年２月２８日（木） 午後４時

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：岩美病院 津 本 順 史

８３歳、女性

集検歴：平成１０年１２月１日 異常なし

平成１１年１１月４日 異常なし

平成１２年１１月２日 幽門前庭部大弯進展不良、３、要精検

経 過：平成１２年１２月１１日当院受診。胃内視鏡検査および胃Ｘ線検査にて角上部に２型胃癌を認め

た。１２月２１日胃切術をおこなった。mp、por１、T２P０H０N１、stage II、Cur Aであった。

検 討：平成１０年、平成１１年の集検フィルムでの病変の指摘は困難であり、平成１２年のものでは小

腸像と紛らわしいが、病変部のニッシェが指摘された。この症例では、高齢で動作が緩慢

なことに加え、腰椎が極度に変形しており造影が困難であったと考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 野 口 直 哉

６９歳、女性

集検歴：平成１１年 異常なし

平成１２年 異常なし

平成１３年 異常なし

経 過：平成１１年より集検を受診している。平成１３年５月頃より、心窩部痛が出現したため、集検

をうけるも異常なしとされた。その後も心窩部痛が持続するため近医受診し異常を指摘さ

れ当科紹介受診し入院となった。胃内視鏡検査、胃レントゲン検査より、胃体部大弯に２

型の腫瘍を認めた。

幽門側胃切除術が施行され、腫瘍は４×４㎝で２型であった。組織型はpoorly differenti-

ated adenocartinoma、進達度sei、リンパ節転移を認めた。

検 討：平成１３年集検フィルム

検討では、充分に病変が描出されており、続影可能であるという結果であった。

〔西部症例〕 提出者：江尾診療所 武 地 幹 夫

７２歳、男性

集検歴：平成９年８月 胃集検（車検診） 異常なし

平成１０年８月 胃集検（車検診） 異常なし

平成１１年８月 胃集検（車検診） 異常なし

平成１２年８月 胃集検（車検診） 異常なし

平成１３年８月２２日 胃集検（車検診）にて異常（幽門前庭部欠損様）を指摘される。

経 過：平成１３年９月２５日、永原医院にて胃内視鏡検査施行され前庭部に進行胃癌を認められ、山

陰労災病院紹介受診，精査加療目的に入院。
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結 果：平成１３年１０月１５日胃切除術施行

前庭部前壁肉眼分類２型、２．５×２．５㎝

mp、tub２、P０H０N０M０、stage Ib

検 討：平成１２年集検フィルム

薄層前壁造影の１枚にニッシェ様の所見がわずかに描出されているが、この病変の正確

な指摘は困難である。

平成１３年集検フィルム

前庭部前壁に中心陥凹を有する隆起性病変を認める。撮影時に明かに指摘された病変で

あった。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成１３年１２月２日（日） 午後１時

場 所 鳥取県西部医師会館

挨 拶

寺川直樹鳥取県成人病検診管理指導協議会子宮がん部会長と大石 徹鳥取県健康対策協議会子宮が

ん対策専門委員会委員長の挨拶があった。

１．症例検討
鳥取大学医学部産科婦人科学教室助教授 紀川純三先生の進行により、施設検診症例―５例につい

て症例検討が行われた。

平成１３年度症例検討会提出症例

氏名 生年月日 市町村名 検診年月日 検診機関名 一次検診判定結果 精検機関名 精検結果 治療機関名

症例１
（K. Y） Ｓ１３．０９．０７ 米子市

Ｈ１２．０７．０４ 国立米子病院 CT―Ⅴ
→MD―Ⅲb 鳥大医学部附

属病院
内頸部型腺癌
（Ib１期）

鳥大医学部附
属病院

Ｈ１１．０８．０６ 国立米子病院 CT―Ⅱ

症例２
（S. J） Ｓ３４．０４．０２ 気高町

Ｈ１２．０７．１５ 大石医院 CT―Ⅲa
→MD―Ⅲa 鳥取県立中央

病院
微小浸潤癌
（Ia１期）

鳥取県立中央
病院

Ｈ１０．０７．１１ 大石医院 CT―Ⅱ

症例３
（I. M） Ｓ１２．０８．２９ 米子市

Ｈ１２．０８．２９ 鎌沢産婦人科
医院

CT―Ⅲa
→MD―Ⅴ

鳥大医学部附
属病院

非角化型扁平
上皮癌
（Ib期？）

富永産婦人科
医院

Ｈ１１．０７．２８ 鎌沢産婦人科
医院 CT―Ⅱ

Ｈ１０．１２．２２ 鎌沢産婦人科
医院 CT―Ⅱ

Ｈ０９．０８．２１ 鎌沢産婦人科
医院 CT―Ⅱ

症例４
（A. M） Ｓ０２．０９．２５ 気高町 Ｈ１２．１０．１７ 鳥取県立中央

病院
CT―疑陽性
MD―疑陽性

鳥取県立中央
病院

類内膜腺癌
（Ib期）

鳥取県立中央
病院

症例５
（I. M） Ｓ２５．０９．２５ 大栄町 Ｈ１２．１０．１１ 明島産婦人科

医院 MD―疑陽性 鳥大医学部附
属病院

類内膜腺癌
（Ia期）

鳥大医学部附
属病院
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成１４年３月１６日（土） 午後４時

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 石 倉 孝 訓

症例Ⅰ：５８歳、女性

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

生活歴：タバコ喫煙歴なし

既往歴：特記事項なし

臨床経過：平成１０年の肺がん検診では胸部Ｘ線上の異常を指摘されなかった。平成１２年９月の検診

で右上肺野の腫瘤影を指摘された。CT精査の結果、右Ｓ３領域に約２㎝大の腫瘤影を認

め、CTガイド下針生検では細胞診とともに腺癌と診断された。腫瘍マーカーはSLX４０．６

U／ml、CYFRA６．２ng／mlと軽度高値を示した。平成１２年１２月、右肺上葉切除術を施行。

病理組織診断はWell differentiated adenocarcinoma、pT１N０M０、stage IAであった。

症例Ⅱ：７６歳、女性

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

生活歴：タバコ喫煙歴なし

既往歴：特記事項なし

臨床経過：平成１１年の肺がん検診では胸部Ｘ線上の異常を指摘されなかった。平成１２年９月の検診

で左下肺野の異常陰影を指摘された。CT精査の結果、左Ｓ９―１０領域に内部にＢ９、１０の

気管支透亮像を呈す約２㎝大の腫瘤影を認めた。気管支鏡下擦過・洗浄細胞診ではadeno-

carcinoma由来の悪性病変が考えられた。腫瘍マーカーに異常値は認めなかった。平成１２

年１２月、左肺下葉切除術を施行。病理組織診断はWell differentiated adenocarcinoma、

pT１N０M０、stage IAであった。

病例Ⅰは胸部Ｘ線上、右第６肋骨影に腫瘤影が重なり見おとしやすい症例と考えられたが、２年前

の前回検診時には指摘されるべき異常陰影はまったく認めていない。一方、症例Ⅱは１年前の検診時

すでに左下肺静脈に接する淡い異常陰影として病変を指摘し得るが、このためには相当に注意深い読

影を要したと考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

６３歳、男性

主 訴：胸部Ｘ腺写真異常陰影

既往歴：平成１１年に右腎摘除術を受けた（移植のため）

生活歴：タバコ指数 ４０本×４０年

既往歴：高脂血症で通院中の病院で、平成１２年３月２日人間ドックを受け、胸部Ｘ線写真は、異常

なしとされた。平成１３年６月住民検診で胸部Ｘ線写真異常陰影の指摘を受け、通院中の病

院より同年７月３０日、当院へ紹介となった。無症状である。

身体所見：腎摘の創以外に異常所見なし。

検査所見：血清クレアチニン１．５㎎／dl以外には、末梢血、尿、一般生化学検査に異常なし。
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CEA１．６ng／dl、SCC抗原３．０ng／dl

呼吸機能検査：FVC４．１４L（１２４．３％）、FEV１．０ ２．７３L（６５．９／％）

平成１３年の胸部Ｘ線写真、胸部CTでは、平成１２年にはない陰影を左上肺野に認めるが、硬化像様

であった。しかしthin section CTでは胸膜直下に炎症瘢痕以外に腫瘤様に認められる部分があり、

dynamic MRIを施行すると、腫瘤様部分は早期より造影され腫瘍を強く疑わせた。

CTガイド下肺生検で扁平上皮癌の診断を得て、平成１３年９月５日胸腔鏡下左上葉切除、ND２aリン

パ節郭清を行った。左S３a～S１＋２aに４×１．５×０．７㎝の腫瘍を認めた。腫瘍は胸膜直下の瘢痕組

織に取り囲まれた小肺嚢胞内に存在していた。この症例は胸部Ｘ線写真異常陰影のほとんどが瘢痕組

織を表しているものであった。最終診断は扁平上皮癌、c―T１N０M０、p―T２N０M０、p０d０e０pm０（p０）、p―

Stage IBであった。

肺の硬化性陰影、特に胸膜直下のものは炎症性陰影としてそのまま経過観察となることが多い。本

症例もそのひとつであるが、dynamic MRIにて腫瘍を強く示唆する所見が得られて肺生検を行った。

thin section CTとともにdynamic MRIも胸膜直下の炎症瘢痕と肺癌を鑑別する有効な検査のひとつ

と考えられる。

〔西部症例〕 提出者：国立米子病院 中 村 廣 繁

症例Ⅰ：５５歳、女性

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

現病歴：平成１３年度肺がん検診Ｄ判定（右下肺野）。前年度は異常なし。

自覚症状はなし。平成１３年１２月当院紹介受診。

臨床経過：胸部Ｘ線では明らかな異常を指摘できなかった。胸部CTでは右Ｓ１０に大きな１２×１０㎜

の淡いスリガラス陰影（以下GGO）を認めた。中心部に陰影の約５０％を占める充実部位を

認めた。３ヶ月経過が観察され、再度CTを撮影したところ陰影にはほとんど変化を認め

なかった。早期肺がんを強く疑う陰影として、平成１４年１月１０日、VATSマーカーを挿入

した後、胸腔鏡下肺部分切除を行った。病理診断は限局型無気肺で悪性所見は認めなかった。

症例Ⅱ：７８歳、女性

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

現病歴：平成１３年度肺がん検診Ｅ判定（右上肺野）。振り返れば前年度の胸部Ｘ線でも同部位に異

常を認めるが、指摘はされなかった。自覚症状はなし。平成１３年１０月当院紹介受診。

臨床経過：胸部Ｘ線で右上肺野に異常陰影あり。また左肺門部にも腫瘤陰影を認めた。胸部CTで

は両肺野に淡い多発のGGOと、左Ｓ６に腫瘤陰影を認めた。右GGOに対してCTガイド下

肺針生検を、左Ｓ６に対しては気管支鏡下生検を施行したがともに異常所見を認めず、３

ヶ月経過が観察され再度CTを撮影したところ陰影にはほとんど変化を認めなかった。し

かし、左Ｓ６の陰影は画像上悪性を強く疑うため、平成１４年２月５日胸腔鏡下手術を施行

した。迅速病理診断で肺腺癌と診断されたためＳ６区域切除＋Ｓ１＋２部分切除＋リンパ

節郭清を行った。葉間浸潤と肺門部のリンパ節転移を有する進行肺腺癌であった。

２症例ともに検診で発見されたGGO陰影であったが、１例目は中心部に充実部を合併したにもか

かわらず良性病変であり、２例目は多発GGOの他に進行腺癌を合併した症例であった。GGO陰影は

早期の腺癌を示すことが多く、特に経過観察で縮小しない陰影は圧倒的に腺癌が多いとされる。しか

し、本症例のように、中には良性病変（炎症、器質化肺炎、瘢痕など）や多発病変のこともあり、診

断上注意を要すると考えられた。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成１３年８月１１日（土） 午後３時３０分

場 所 鳥取県健康会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 渡 辺 直 樹

７４歳、女性

平成１１年６月ごろより、右乳房にしこりを自覚。７月１６日、乳がん検診を受診された。右乳房Ｃ領

域に腫瘍を指摘されて、要精査となった。７月１９日、当院外来受診。右乳房Ｃ領域に触診上直径２㎝

可動性良好、卵円形の腫瘤を認めた。皮膚浸潤傾向無し、浮腫陰性、筋固定陰性 触知可能なリンパ

節を認めなかった。針生検にてsolid tubular adenocaの診断を得て、手術目的にて７月１９日入院と

なった。手術は８月３０日、胸筋温存乳房切除を施行されている。（Bt＋Ax（Level II）。病理診断はア

ポクリン癌であり、t２a n０ M０ Stage Iとなった。ER、PgR陰性を材料視し、Oral Drug５FU６００㎎／

day投与にてfollowしている。（２００１／０８／０８現在存命中）

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 山 口 由 美

前年度、乳がん検診で異常なしとされた、検診発見例につき報告をした。症例は６０歳、女性。乳癌

検診で左Ｄ領域の腫瘤を指摘され、精査目的で来院した。来院時、左Ｄ領域に１．４×１．４㎝の表面不正、

可動性良好の硬い腫瘤を触知したが、腋窩リンパ節は触知しなかった。MMGでは、spiculaや石灰化

を伴わない腫瘤影を認め、USでも辺縁不正、縦横比が大の腫瘤影を認めた。MRIを撮影したが、乳

管内進展像はみられず、腫瘍は比較的限局したものと判断した。CTにおいても所属リンパ節腫脹や

遠隔転移は認めず、T１N０M０ Stage Iの診断で左乳房温存術とLevel IIまでのリンパ節郭清をおこなっ

た。組織型は充実腺管癌で組織学的リンパ節転移も認めなかった。術後の放射線治療後はホルモン剤

の内服治療のみで、外来通院中である。患者は毎年乳がん検診を受診しており、早期癌の段階で発見

された。患者の予後、医療費の点からも検診が有効であったと考えられる症例であった。

〔西部症例〕 提出者：博愛病院 佐 藤 尚 喜

７１歳、女性

毎年、乳がん検診を受けていたが、異常を指摘されたことはなかった。平成１１年１１月、自己検診を

行い右乳房の腫瘤を自覚し、１１月２５日近医にて乳がん検診を受けた。そこで、右乳房の腫瘍を指摘さ

れ要精査となった。１１月２６日、当院を受診し、右乳房のＤ領域の３㎝大の腫瘍および、Ｃ領域の１．５

㎝大の腫瘍を認め、US、マンモグラフィー、穿刺細胞診にていずれの腫瘍も乳癌と診断し、１２月３

日胸筋温存乳房切除術を施行した。病理組織は、主病変は乳頭腺管癌で、副病変は硬癌であった。

以上より乳がん検診における自己検診の推奨も乳癌の発見には有効であると思われた。また、検診

ならびに精密検査においては複数の病変も考慮した慎重な診察が必要と思われた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 大 谷 眞 二

前年に要精査とならなかった検診発見乳癌症例

５３歳、女性。

平成１０年１１月、婦人科医院で市の乳がん検診を受診、乳頭分泌が認められたが腫瘤は触知されず、

要精査とならなかった。平成１１年１１月に再び乳がん検診を同院で受けた際、左乳頭直下の腫瘤を指摘
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され、当科を受診した。左Ｅ領域の径１．５㎝の硬い可動性の悪い不整腫瘤が触知された。マンモグラ

フィーにて周辺に広範囲の微細石灰化像を伴う腫瘤陰影が認められ、また、穿刺吸引細胞診はclass

Vであった。広範な乳管内進展を伴う乳癌として左胸筋温存乳房切除術（児玉法）が行われた（T１N０

M０、病期Ⅰ、乳頭腺管癌）。腫瘤が小さく乳頭直下であったことが前年に発見されなかった理由とし

て考えられるが、乳頭分泌については年齢等を考慮した上で基本的には要精査とすべきであろう。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成１３年９月１３日（木） 午後４時

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 山 本 寛 子

７６歳、女性

現病歴：平成１１年大腸がん検診にて便潜血陽性（－・＋）

平成１１年７月１０日 当院受診

７月２５日 Total colonoscopyにて直腸（Ra）にⅡａ様（LST）を認める。

９月７日 同病変をEMR施行

大腸内視鏡検査：直腸（Ra）に花弁状の２０㎜大のⅡａ様（LST―NG）を認めた。通常観察では同

部位に微小出血点を認めるのみで、病変の全体像は色素散布ではっきりした。さらに拡大

観察で癌を疑いEMRを行った。通常観察および拡大観察で深達度はｍと判断した。

組織診断：Adenocarcinoma in adenoma（ｍ、Iyo、Vo）

今回の症例で『通常観察の際、わずかな変化をとらえ積極的に色素散布等を行っていかなくてはな

らない』ということを再認識した。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 野 口 直 哉

８０歳、男性

経 過：平成１３年５月１２日暗赤色の下血が出現したため、近医受診、注腸検査にて異常を指摘され

当科紹介となった。大腸内視鏡にて横行結腸に表面に腫瘍やびらんを伴う巨大な１型の立

ち上がりを持つ隆起性病変を認め、精査目的に入院となった。

入院後の注腸検査では、横行結腸に２．５㎝大の表面にびらんを伴う１型隆起を認めた。CT

では同部に粘膜下腫瘍様の隆起を認め、脂肪腫を疑った。

手術を行い組織診断より、横行結腸に発生した脂肪腫と診断した。

検 討：大腸内視鏡、注腸透視の検討で、立ち上がりの形状や表面のびらんなどから、上皮性の腫

瘍が考えられた。しかし、粘膜下腫瘍も鑑別にあげる必要があると検討された。

〔西部症例〕 提出者：博愛病院 角 賢 一

３８歳、女性

現病歴：平成１２年９月 肛門出血あり、近医受診。注腸施行、異常を認めず、痔核の治療施行し経

過観察。

平成１３年３月 腹部膨満、体重減少あり再受診。大腸ファイバーにて直腸癌と診断され当

院紹介入院となる。

既往歴：平成４年、卵巣癌手術施行。再発無し。

平成１２年９月 注腸造影：retrospectiveにみて、直腸に一部壁硬化像あり。

平成１３年４月 注腸造影：直腸（Ra≧Rb）に全周性の狭窄像あり。

大腸内視鏡：２’typeの腫瘤を認める。

平成１３年５月 手術施行。P０H３N２（＋）、SE Stage IV

６５



６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成１４年２月２日（土） 午後４時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 松 田 裕 之

６８歳、男性

既往歴・家族歴・輸血歴・飲酒歴：特記事項認めず

現病歴：平成７年５月肝癌検診の際、HBs抗原陽性を指摘され、平成７年６月精査のため当院初診、

慢性肝炎と診断される。以来、定期経過観察中、平成１３年１０月超音波検査上肝右葉にSOL

を指摘され、精査のため入院。

入院時検査成績：GOT２３U／l、GPT １９U／l、Alb ４．２g／dl、T. Bil ０．８㎎／dl、PT８４％、ICG５％、

AFP５ng／ml、HBV―DNA（TMA）＜３．７LGE／ml

画像診断のまとめ：超音波検査 Ｓ８径１４㎜ hypo―echoic lesion

ダイナミックCT 同部 iso～high～iso

ダイナミックMR 同部 T１WI low, T２WI high, early enhancement（＋）

DSA 同部 stain（＋）

CT―AP／CT―A 同部 defect and stain（＋）

以上より、Ｂ型慢性肝炎に合併した肝細胞癌と診断された。

診 断：肝細胞癌、Ｔ１・臨床病期１期

治 療：平成１３年１１月、S８部分切除施行。腫瘍径１８×１６×１６㎜、中分化型肝細胞癌、非癌部は（F

４、A１）であった。

考 察：肝臓がん検診によりＢ型慢性肝炎を指摘され、定期超音波検査により小肝細胞癌が診断さ

れた典型的症例。Ｂ型肝炎ウイルスの活動性が鎮静化し肝炎が安定化した症例であっても、

定期超音波検査による肝癌のスクリーニングが重要であることがあらためて認識された。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 嵯峨山 敦

６３歳、男性

家族歴・既往歴・社会歴：特記事項なし。

現病歴：平成７年にＣ型肝炎を指摘され、IFN治療をすすめられるも拒否。

平成９年からは近医へ転医し、肝庇護療法のみを受けていた。

平成１３年２月、腹部超音波で肝Ｓ７／８に径９㎜の高エコー腫瘤を指摘され、当院紹介と

なった。

入 院 時 検 査 成 績：T. Bil ０．４㎎／dl、PT６７％、AST９１IU／l、ALT１３１IU／l、AFP１１．１ng／ml、

PIVKA―II２５AU／ml

画像検査所見：

腹部超音波 Ｓ７／８に径９㎜の高エコー腫瘤、カラードプラで動脈血流認めず

ダイナミックCT 描出されず

MRI T１WI、T２WI、脂肪抑制、いずれも描出されずout of phaseでS７／８に

径１０㎜の低信号域
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DSA 描出されず

これらの所見より、脂肪化を伴う高分化型肝細胞癌を疑った。

確定診断目的で、超音波ガイド下に針生検を行い、脂肪化を伴う高分化型肝細胞癌と診断

した。

診 断：高分化型肝細胞癌、臨床病期Ⅰ

治 療：平成１３年７月、鳥取大学第二内科でラジオ波焼灼療法を行った。

以後、無再発生存中である。

考 察：慢性Ｃ型肝炎の定期的超音波検査によって、根治可能な大きさで発見された症例であった。

腹部超音波以外の画像検査で描出が困難な、脂肪化を伴う肝細胞癌が疑われる場合には、

out of phaseのMRIが診断に有用と考えられた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 岸 本 幸 廣

『術後のfollow―up超音波検査にて早期に発見できなかった再発肝癌の２例』

昨年の肝臓がん検診症例研究会において、我々は当院で経験した巨大肝癌を検討することにより、

検診によるウイルス性肝疾患の囲い込み群におけるfollow―up超音波検査が、肝癌の早期発見の為に

重要であることを報告した。今回は、術後の肝癌症例を超音波検査で定期的にfollw―upしていたのに

も拘わらず早期に再発を発見できなかった症例を経験したので報告する。

症例Ⅰ：６０歳、女性

平成１３年６月８日、肝左葉のほぼ全体を占める、大きさ８×１０×１０㎝の胆管細胞癌の切除術を受け

た。平成１３年６月２７日退院。術後１．５ヶ月目の７月１６日のCT検査では、肝内に再発などの異常所見を

認めなかった。９月１７日にfollow―up超音波検査を受けるも、再発所見なし。その３ヵ月後の超音波

検査にて肝S６付近に腫瘤を認めるようになるが、後で見返してみてもこの時点では腫瘤性病変を指

摘し得なかった。１２月１０日の超音波検査およびCT検査にて肝S６に大きさ３～４㎝の２個の腫瘤性病

変が認められ、胆管細胞癌の再発と診断した。なお、手術時の病理組織所見は中分化型の胆管細胞癌

であり、腫瘍細胞が血管内へ浸潤している像が認められた。

症例Ⅱ：７５歳、男性

平成８年大腸癌にて手術を受け、その後定期的にfollow―upを受けていた。平成１３年４月の検査に

て肝のS６に腫瘤を指摘され、この時HBs抗原陽性、HBc抗体高力価陽性、HBe抗原陰性、HBe抗体陽

性、HBV―DNA（TMA法）測定感度以下、HCV抗体陽性（groupingl, HCV―RNA ４Meq／ml）、肝機

能検査は正常であった。平成１３年５月９日、肝細胞癌の診断にて手術を受けた。腫瘤の大きさは５×

５×５㎝であり、病理組織所見では中から低分化型の肝細胞癌で、一部被膜を有しているが、主腫瘤

の周囲には娘結節が数個みられ、また癌細胞の血管内への浸潤像も認められた。術後３ヶ月目の８月

８日の超音波所見では、全体的に肝内構造がやや粗造であったが腫瘤性病変は認めなかった。その

２．５ヵ月後の１０月２２日の超音波検査では、肝内構造は同様に粗造であり、この時点でも肝内に腫瘤性

病変は認めなかった。更に２ヵ月後の１２月２１日の超音波検査では、肝全体に境界不明瞭な腫瘤性病変

を認めた。なお、CT所見で検討すると術後１．５ヶ月目の６月１８日のdynamic CT像では再発所見は認

めていないが、術後７ヶ月目の１２月１７日のdynamic CT像では、肝の両葉ほぼ全体にわたる境界不鮮

明なびまん性腫瘤像を認めた。

結語：この２つの症例のように、癌細胞が血管内へ浸潤している肝癌は、より頻回の画像検査と、び

まん性浸潤をも考えたfollow―upが必要と考えられた。

協力者：西向栄治、村脇義之、神戸貴雅、謝花典子、古城治彦、三浦邦彦、川�寛中、大谷真二、
野坂仁愛、若月俊郎、竹林正孝、鎌迫陽、谷田理、松井克明
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７．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回

数
症例数

参加者

述べ数

（人）

回

数
症例数

参加者

述べ数

（人）

回

数
症例数

参加者

述べ数

（人）

回

数
症例数

参加者

述べ数

（人）

胃 が ん １７ ３６ ５９３ １０ ２５ ２５５ ２３ ３，１４６ ５１４ ５０ ３，２０７ １，３６２

子 宮 が ん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ４ １８ ７６ ９ ３５ １０２ １１ ９０ ６９ ２４ １４３ ２４７

乳 が ん １ ８ ４５ １ ５ ２０ １ ８ ４０ ３ ２１ １０５

大 腸 が ん ９ １２ ２８１ ６ １５ １５６ ２３ ２８６ ５１４ ３８ ３１３ ９５１

合 計 ３１回 ２６回 ５８回 １１５回
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Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について

平成１０年度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会

各がん対策専門委員会において、がん検診の有効性向上のため、精度管理上、各がん検診精密検査医

療機関登録の登録基準について、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登

録実施要綱等が次のとおり改正され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受付ます。ご不明の点がありましたら、

鳥取県健康対策協議会事務局（�０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。

記

１．改正の要点

�１ 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも

のについてのみ登録する。

�２ 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は

３点とする。

�３ 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。

�４ 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

�５ 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

現在、がん検診精密検査登録医療機関の更新期間は２年と３年が混在しているため、協議の結果、

３年間に統一することになった。よって、平成１４年度に更新した肺がん、乳がん検診精密検査医療機

関登録も更新期間を３年間とすることとした。胃がん、子宮がんについては、平成１５年度の更新より

３年間とする。

また、肺がん医療機関検診実施（一次検診）医療機関登録、乳がん医療機関検診一次検診医登録も

更新期間を３年間とすることになった。

名 称 従来の更新期間 次回の更新期間

胃がん検診精密検査 Ｈ１３．４．１～Ｈ１５．３．３１ Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ１３．４．１～Ｈ１５．３．３１ Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ１２．４．１～Ｈ１４．３．３１ Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ１２．４．１～Ｈ１４．３．３１ Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

大腸がん（注腸Ｘ線） Ｈ１１．４．１～Ｈ１４．３．３１ Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ１３．４．１～Ｈ１６．３．３１ Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１

肺がん一次検診 Ｈ１２．４．１～Ｈ１４．３．３１ Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

乳がん一次検診 Ｈ１３．４．１～Ｈ１５．３．３１ Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

６９



鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
１ 目 的

鳥取県胃がん検診実施指針に基づいて市町村が実施する胃がん検診の精密検査医療機関を登録制にすることによ
り、胃がん検診の精度管理を図る。

２ 実施方法等
（１） 登録を希望する医療機関は、鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録届出書［以下「届出書」という。（様式
第１号）］を所属の地区医師会を経由して鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に提出する。

（２） 健対協は、提出された届出書により、胃がん検診精密検査登録医療機関（以下「登録機関」という。）を取り
まとめ、別記「鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準」により、鳥取県成人病検診管理指導協議会胃が
ん部会及び鳥取県健康対策協議会胃がん対策専門委員会（以下「部会等」という。）で登録機関を決定する。
ただし、部会等は年２回しか開催されないことから、部会等の長によって登録機関が決定される場合もあり、

その場合、次回の部会等で報告がなされる。
（３） 登録を辞退するときは、所属の地区医師会を経由して健対協に届け出る。
（４） 届出書は、地区医師会が保管する。

３ 登録医療機関名簿の作成等
（１） 健対協は、上記により決定した登録機関の名簿を作成し、地区医師会、鳥取県健康対策協議会胃がん検診読
影委員会（以下「読影委員会」という。）及び県健康対策課に送付する。

（２） 県健康対策課は、登録機関の名簿を保健所及び市町村に送付する。

４ 登録の更新
登録の更新は、原則として３年に１回実施することとし、更新手続きは、登録手続きに準じて行うものとする。

ただし、現在登録している医療機関の登録期間は、平成１５年３月３１日までとする。

５ 庶 務
胃がん検診精密検査医療機関登録に関する事務は、健対協において行う。

６ その他
この要綱に定めるもののほか、胃がん検診精密検査医療機関登録に関して必要な事項は、部会等で定める。

附 則
この要綱は、平成８年４月１日から適用する。
この要綱は、平成８年１１月２８日から適用する。
この要綱は、平成１０年８月１１日から適用する。
この要綱は、平成１４年１０月から施行し、平成１５年度の事業から適用する。

（別 記）
鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できること。
３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。
４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録について
も同様であること。

６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。
７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。
８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。
１０ 平成１４年度末において胃がん検診精密検査医療機関に登録されている機関については、胃がん検診従事者講習会
等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していれば、登録を認めるものとする。なお、この措置は、平成１５年度
当初の更新に限り適用するものとする。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点

胃がん検診症例研究会 東部６回／年
西部２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部１１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部２回／年 ３点

消化器病研究会 中部６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県６回／年 ３点

消化管研究会 西部２２回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点

７０



様式第１号

鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録届出書

医療機関名

（診療科名）

（ ふ り が な ）

担当医師氏名

所 在 地 （〒 ― ）

電 話 番 号 （ ） ―

（１） 食道、胃内視鏡

機種 メーカー

年間検査臨床例数 例

（２） 生検組織診断実施（依頼）機関名

（３） 胃がん検診読影委員会主催症例検討会及び胃がん検診従事者講習会等出席状況

※過去３年間の出席状況を記入してください

当医療機関は、鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録実施要綱に基づく登録必要条件を満たしていますので届け

出いたします。

平成 年 月 日

施設長氏名 印

鳥取県健康対策協議会会長 様

＊担当医師が複数の場合は、医師ごとに担当医師氏名と（３）を記入した本様式を添付してください。

講 習 会 等 の 区 分 出 席 年 × 出 席 回 数 点 数

胃がん検診従事者講習会 （全県 ５点）

胃がん検診症例研究会 （東西部 ３点）

消化器がん検診症例検討会 （中部 ３点）

胃疾患研究会 （東部 ３点）

鳥取消化器疾患研究会 （東部 ３点）

消化器病研究会 （中部 ３点）

山陰消化器研究会 （全県 ３点）

消化管研究会 （西部 ３点）

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） （３点）

消化器病学会（全国学会・地方会） （３点）

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） （３点）

その他（ ）

合 計 点 数

７１



鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
１ 目 的

鳥取県子宮がん検診実施要領に基づいて市町村が実施する子宮がん検診の精密検査医療機関を登録制にすること

により、子宮がん検診の精度管理を図る。

２ 実施方法等

（１） 登録を希望する医療機関は、鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録届出書［以下「届出書」という。（様

式第１号）］を所属の地区医師会を経由して鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に提出する。

（２） 健対協は、提出された届出書により、鳥取県子宮がん検診精密登録検査医療機関（以下「登録機関」という。）

を取りまとめ、別記「鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準」により、鳥取県成人病検診管理指導協

議会子宮がん部会及び鳥取県健康対策協議会子宮がん対策専門委員会（以下「部会等」という。）で登録機関を

決定する。

ただし、部会等は年２回しか開催されないことから、部会等の長によって登録機関が決定される場合もあり、

その場合、次回の部会等で報告がなされる。

（３） 登録を辞退するときは、所属の地区医師会を経由して健対協に届け出る。

（４） 届出書は、地区医師会が保管する。

３ 登録医療機関名簿の作成等

（１） 健対協は、上記により決定した登録医療機関の名簿を作成し、地区医師会及び県健康対策課に送付する。

（２） 県健康対策課は、登録医療機関の名簿を保健所、保健所支所及び市町村に送付する。

４ 登録の更新

登録の更新は原則として３年に１回実施することとし、更新手続きは、登録手続きに準じて行うものとする。

５ 庶 務

子宮がん検診精密検査医療機関登録に関する事務は、健対協において行う。

６ その他

この要綱に定めるもののほか、子宮がん検診精密検査医療機関登録に関して必要な事項は、部会等で定める。

附 則

この要綱は、平成８年４月１日から適用する。

この要綱は、平成８年８月８日から適用する。

この要綱は、平成１０年８月１１日から適用する。

この要綱は、平成１４年１０月から施行し、平成１５年度の事業から適用する。

（別 記）

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。

２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。

４ 担当医が、日本産科婦人科学会認定医であること及び子宮がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５

点以上取得していること。ただし、子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検診症例検討会に各１回必ず出席して

いること。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

子宮がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点

子宮がん検診症例検討会 全県１回／年 ５点

７２



様式第１号

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録届出書

医療機関名

（診療科名）

ふ り が な

担当医師氏名

所 在 地 （〒 ― ）

TEL（ ） ―

１ コルポスコープ

機種 型式

２ 平成 年度のコルポ診施行例数 例

３ 子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検診症例検討会出席状況

※過去３年間の出席状況及び取得点数を記入してください。

当医療機関は、鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録に基づく登録必要条件を満たしていますので、届け出い

たします。

平成 年 月 日

施設長氏名 印

鳥取県健康対策協議会会長 様

＊担当医師が複数の場合は、医師ごとに担当医師氏名と３を記入し、本様式を添付してください。

会 の 名 称 点 数 × 回 数 点 数

子宮がん検診従事者講習会（５点） 年度 ５点× 回

年度 ５点× 回

年度 ５点× 回

子宮がん検診症例検討会（５点） 年度 ５点× 回

年度 ５点× 回

年度 ５点× 回

合 計 点 数

７３



鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
１ 目 的

鳥取県肺がん集団検診実施要領及び鳥取県肺がん医療機関検診実施要領に基づいて市町村が実施する肺がん検診

の精密検査医療機関を登録制にすることにより、肺がん検診の精度管理を図る。

２ 実施方法等

（１） 登録を希望する医療機関は、鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録届出書［以下「届出書」という。（様式

第１号）］を所属の地区医師会を経由して、鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に提出する。

（２） 健対協は、提出された届出書により、鳥取県肺がん検診精密検査登録医療機関（以下「登録機関」という。）

を取りまとめ、別記「鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準」により、鳥取県成人病検診管理指導協議

会肺がん部会及び鳥取県健康対策協議会肺がん対策専門委員会（以下「部会等」という。）で登録機関を決定す

る。

ただし、部会等は年２回しか開催されないことから、部会等の長によって登録機関が決定される場合もあり、

その場合、次回の部会等で報告がなされる。

（３） 登録を辞退するときは、所属の地区医師会を経由して健対協に届け出る。

（４） 届出書は、地区医師会が保管する。

３ 登録医療機関名簿の作成等

（１） 健対協は、上記により決定した登録医療機関の名簿を作成し、地区医師会及び県健康対策課に送付する。

（２） 県健康対策課は、登録医療機関の名簿を保健所及び市町村に送付する。

４ 登録の更新

登録の更新は原則として３年に１回実施することとし、更新手続きは、登録手続きに準じて行うものとする。た

だし、現在登録している医療機関の登録期間は、平成１７年３月３１日までとする。

５ 庶 務

肺がん検診精密検査医療機関登録に関する事務は、健対協において行う。

６ その他

この要綱に定めるもののほか、肺がん検診精密検査医療機関登録に関して必要な事項は、部会等で決める。

附 則

この要綱は、平成８年４月１日から適用する。

この要綱は、平成８年７月２５日から適用する。

この要綱は、平成１０年８月１１日から適用する。

この要綱は、平成１２年８月２４日から適用する。

この要綱は、平成１４年１０月から施行し、平成１４年度の事業から適用する。

（別 記）

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。

２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。

３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録について

も同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に１回以上受講していること。

８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

７４



様式第１号

※担当医師が複数の場合は、医師ごとに担当医師氏名と講習会出席状況を記入し、本様式を添付してください。

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録届出書

医療機関名

（診療科名）
（ ふ り が な ）

担当医師氏名

所 在 地

（〒 ― ）

TEL（ ） ―

検査実施状況 年間例数

（１） 胸部Ｘ線撮影、CT撮影 可 否

（２） 気管支ファイバースコープ検査 可 否 例

（２） BF下細胞診 可 否 例

（４） 経皮肺生検 可 否 例

肺がん従事者講習会出席状況

過去３年間の状況に該当するものに○をしてください。

平成 年度 出 欠

平成 年度 出 欠

平成 年度 出 欠

当施設は、鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録実施要綱に基づく登録要件を満たしていますので、届け

出いたします。

平成 年 月 日

施設長氏名 印

鳥取県健康対策協議会会長 様

７５



鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
１ 目 的

鳥取県乳がん検診実施要領に基づいて市町村が実施する乳がん検診の精密検査医療機関を登録制にすることによ
り、乳がん検診の精度管理を図る。

２ 実施方法等
（１） 登録を希望する医療機関は、鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録届出書［以下「届出書」という。（様式
第１号）］を所属の地区医師会を経由して鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に提出する。

（２） 健対協は、提出された届出書により、鳥取県乳がん検診精密検査医療機関（以下「登録機関」という。）を取
りまとめ、別記「鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準」により、鳥取県成人病検診管理指導協議会乳
がん部会及び鳥取県健康対策協議会乳がん対策専門委員会（以下「部会等」という。）で登録機関を決定する。
ただし、部会等は年２回しか開催されないことから、部会等の長によって登録機関が決定される場合もあり、
その場合、次回の部会等で報告がなされる。

（３） 登録を辞退するときは、所属の地区医師会を経由して健対協に届け出る。
（４） 届出書は、地区医師会が保管する。

３ 登録医療機関名簿の作成等
（１） 健対協は、上記により決定した登録医療機関の名簿を作成し、地区医師会及び県健康対策課に送付する。
（２） 県健康対策課は、登録医療機関の名簿を保健所、保健所支所及び市町村に送付する。

４ 登録の更新
登録の更新は原則として３年に１回実施することとし、更新手続きは、登録手続きに準じて行うものとする。た

だし、現在登録している医療機関の登録期間は、平成１７年３月３１日までとする。

５ 庶 務
乳がん検診精密検査医療機関登録に関する事務は、健対協において行う。

６ その他
この要綱に定めるもののほか、乳がん検診精密検査医療機関登録に関して必要な事項は、部会等で定める。

［附則１］
この要綱は、平成８年８月３日から適用する。
この要綱は、平成８年１２月５日から適用する。
この要綱は、平成１０年８月１１日から適用する。
この要綱は、平成１４年度１０月から施行し、平成１４年度の事業から適用する。

（別 記）
鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波検査装置を有す
ること。

２ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。
３ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市町村に送付する
こと。

４ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録について
も同様であること。

５ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、乳がん研究会
等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めることとし、できれば日本乳癌学会
の認定医であることが望ましい。
また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、「乳がん検診

従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県乳腺疾患研究会」以外の学会、
研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付すること。

６ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び
鳥取県検診発見乳がん症例検討会

全県１回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点
日本乳癌検診学会 １回／年 ５点
各地区症例検討会 東・中・西部各１回／年 ３点
中国・四国乳腺研究会 １回／年 ３点
山陰乳癌研究会 １回／年 ３点
鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点
その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

［附則２］
１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届け出ることとし、
適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。

２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像の提出を求める
ことができる。

３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。
４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結果を委員会での
審議の資料とする。
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様式第１号

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録（更新）届出書

医療機関名
ふ り が な

担当医師氏名

（総括の責任者に○をつける）

所 在 地 （〒 ― ）

TEL（ ） ―

１．乳房用エックス線装置

メーカー 機種型式

購入年度 年度

２．乳房専用超音波検査装置

メーカー 機種型式

プローブ周波数�１ �２ �３ MHz 購入年度 年度

※１、２については、更新の場合は購入年度のみ記入することとし、新規届出の場合は、明細を記入してください。

３．乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会等出席状況

※過去３年間の出席状況及び取得点数を記入してください。

４．論文を作成または発表された先生（共同研究を含む）は、標題、誌名、巻、号、頁、年次、筆頭著者名を記入し

てください。（別冊または別冊写しでも可）

標題「 」

誌名「 」

巻 号 頁 年

著 者

共同研究者

当医療機関は、鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録に基づく登録必要条件を満たしていますので、届け出いた

します。

平成 年 月 日

施設長氏名 印

鳥取県健康対策協議会会長 様

＊担当医師が複数の場合は、医師ごとに担当医師氏名と３を記入し、本様式を添付してください。

会 の 名 称
点 数 × 回 数 合 計

点 数年度 年度 年度

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見

乳がん症例検討会 （５点） ５点× 回 ５点× 回 ５点× 回 点

日本乳癌学会 （５点） ５点× 回 ５点× 回 ５点× 回 点

日本乳癌検診学会 （５点） ５点× 回 ５点× 回 ５点× 回 点

各地区症例検討会 （３点） ３点× 回 ３点× 回 ３点× 回 点

中国・四国乳腺研究会 （３点） ３点× 回 ３点× 回 ３点× 回 点

山陰乳癌研究会 （３点） ３点× 回 ３点× 回 ３点× 回 点

鳥取県乳腺疾患研究会 （３点） ３点× 回 ３点× 回 ３点× 回 点

その他乳癌関連学会、研究会 （３点）

（ ）

３点× 回 ３点× 回 ３点× 回 点

３点× 回 ３点× 回 ３点× 回 点

３点× 回 ３点× 回 ３点× 回 点

合 計 点 数

７７



鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
１ 目 的

鳥取県大腸がん検診実施要領に基づいて市町村が実施する大腸がん検診の精密検査医療機関を登録制にすること
により、大腸がん検診の精度管理を図る。

２ 実施方法等
（１） 登録を希望する医療機関は、鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録届出書［以下「届出書」という。（様
式第１号）］を所属の地区医師会を経由して鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に提出する。

（２） 健対協は、提出された届出書により、大腸がん検診精密検査登録医療機関（以下「登録機関」という。）を取
りまとめ、別記「鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準」により、鳥取県成人病検診管理指導協議会
大腸がん部会及び鳥取県健康対策協議会大腸がん対策専門委員会（以下「部会等」という。）で登録機関を決定
する。
ただし、部会等は年２回しか開催されないことから、部会等の長によって決定される場合もあり、その場合、

次回の部会等で報告がなされる。
（３） 登録を辞退するときは、所属の地区医師会を経由して健対協に届け出る。
（４） 届出書は、地区医師会が保管する。

３ 登録医療機関名簿の作成等
（１） 健対協は、上記により決定した登録機関の名簿を作成し、地区医師会及び県健康対策課に送付する。
（２） 県健康対策課は、登録機関の名簿を保健所及び市町村に送付する。

４ 登録の更新
登録の更新は、原則として３年に１回実施することとし、更新手続きは、登録手続きに準じて行うものとする。

ただし、現在登録している医療機関の登録期間は、平成１７年３月３１日までとする。

５ 庶 務
大腸がん検診精密検査医療機関登録に関する事務は、健対協において行う。

６ その他
この要綱に定めるもののほか、大腸がん検診精密検査医療機関登録に関して必要な事項は、部会等で定める。

附 則
この要綱は、平成８年４月１日から適用する。
この要綱は、平成８年１１月２８日から適用する。
この要綱は、平成１０年８月１１日から適用する。

（別 記）
鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できるか又はＳ状結腸内視鏡検査及び注腸エックス線検査が実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できること。
３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。
４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。
（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。
（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３㎜、大焦点は１㎜以下であることが望ましい）。
（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望ましい。
５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読すること。
６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録につい
ても同様であること。

９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。ただし、大腸が
ん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点
消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点
胃がん検診症例研究会 東部６回／年 ２点
胃疾患研究会 東部１１回／年 １点
消化器病研究会 中部６回／年 ２点
消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ２点
消化管研究会 西部２２回／年 １点
山陰消化器研究会 全県６回／年 ２点
消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
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鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録実施要綱
１ 目 的

鳥取県大腸がん検診実施要領に基づいて市町村が実施する大腸がん検診の精密検査医療機関は、別に定める「鳥
取県大腸がん検診精密検査医療機関登録実施要綱」によるものとするが、暫定措置として注腸エックス線検査によ
る二次的スクリーニング検査も実施できることとし、注腸エックス線検査医療機関も登録制にすることにより、大
腸がん検診の精度管理を図る。

２ 実施方法等
（１） 登録を希望する医療機関は、鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録届出書［以下「届出書」
という。（様式第１号）］を所属の地区医師会を経由して鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に提
出する。

（２） 健対協は、提出された届出書により、大腸がん検診注腸エックス線検査登録医療機関（以下「登録機関」と
いう。）を取りまとめ、別記「鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録基準」により、鳥取県成人
病検診管理指導協議会大腸がん部会及び鳥取県健康対策協議会大腸がん対策専門委員会（以下「部会等」とい
う。）で登録機関を決定する。ただし、部会等は年２回しか開催されないことから、部会等の長によって決定さ
れる場合もあり、その場合、次回の部会等で報告がなされる。

（３） 登録を辞退するときは、所属の地区医師会を経由して健対協に届け出る。
（４） 届出書は、地区医師会が保管する。

３ 登録医療機関名簿の作成等
（１） 健対協は、上記により決定した登録機関の名簿を作成し、地区医師会及び県健康対策課に送付する。
（２） 県健康対策課は、登録機関の名簿を保健所及び市町村に送付する。

４ 登録の更新
登録の更新は、原則として３年に１回実施することとし、更新手続きは、登録手続きに準じて行うものとする。

ただし、現在登録している医療機関の登録期間は、平成１７年３月３１日までとする。

５ 庶 務
大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録に関する事務は、健対協において行う。

６ その他
この要綱に定めるもののほか、大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録に関して必要な事項は、部会等で

定める。

附 則
この要綱は、平成８年４月１日から適用する。
この要綱は、平成１０年８月１１日から適用する。

（別 記）
鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録基準

１ 次の基準にあうエックス線撮影装置で注腸エックス線検査が実施できること。
（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。
（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３㎜、大焦点は１㎜以下であることが望ましい）。
（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望ましい。
２ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読すること。
３ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
４ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録につい
ても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
７ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。ただし、大腸が
ん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

８ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点
消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点
胃がん検診症例研究会 東部６回／年 ２点
胃疾患研究会 東部１１回／年 １点
消化器病研究会 中部６回／年 ２点
消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ２点
消化管研究会 西部２２回／年 １点
山陰消化器研究会 全県６回／年 ２点
消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
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様式第１号
鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録届出書

医療機関名 診 療 科 名

（ ふ り が な ）

担当医師氏名 電 話 番 号 （ ） ―

所 在 地 （〒 ― ）

大腸がん検診従事者講習会等出席状況
＊過去３年間の出席状況及び取得点数を記入してください。

当医療機関は、鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録実施要綱に基づく登録必要条件を満たしていますので届
け出いたします。

平成 年 月 日
施設長氏名 印

鳥取県健康対策協議会会長 様
※担当医師が複数の場合は、医師ごとに担当医師氏名と大腸がん検診従事者講習会等出席状況を記
入した本様式を添付してください。

検査実施状況等

区 分
検査実施の

可 否

処 理 可 能

件数／月間
エ ッ ク ス 線 装 置

機 種 名 ・ メ ー カ ー

全大腸内視鏡検査 可・否
内視鏡

Ｓ状結腸内視鏡検査 可・否
内視鏡

注腸エックス線検査 可・否

（小焦点 ㎜ 大焦点 ㎜）

組織診検査 可・否

生検組織診断実施（依頼）機関名
内視鏡検査臨床例数 例／年

講 習 会 等 の 区 分
出 席 回 数

点 数
年 度 年 度 年 度

大腸がん検診従事者講習会 （全県 ５点） 回 回 回

各地区大腸がん検診従事者講習会 （東中西部 ２点） 回 回 回

消化器疾患研究会 （東部 ２点） 回 回 回

胃がん検診症例研究会 （東部 ２点） 回 回 回

胃疾患研究会 （東部 １点） 回 回 回

消化器病研究会 （中部 ２点） 回 回 回

消化器がん検診症例検討会 （中部 ２点） 回 回 回

消化管研究会 （西部 １点） 回 回 回

山陰消化器研究会 （全県 ２点）※ 回 回 回

消化器内視鏡学会 （２点）※ 回 回 回

消化器病学会 （２点）※ 回 回 回

消化器集団検診学会 （２点）※ 回 回 回

その他（消化器関連の学会含）※ 回 回 回

合 計 点 数

（※については受講票または参加証の写しを添付すること）
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様式第１号

鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録届出書

医療機関名 診 療 科 名
（ ふ り が な ）

担当医師氏名 電 話 番 号 （ ） ―

所 在 地 （〒 ― ）

大腸がん検診従事者講習会等出席状況

＊過去３年間の出席状況及び取得点数を記入してください。

当医療機関は、鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録実施要綱に基づく登録必要条件を満たしてい

ますので届け出いたします。

平成 年 月 日

施設長氏名 印

鳥取県健康対策協議会会長 様

※担当医師が複数の場合は、医師ごとに担当医師氏名と大腸がん検診従事者講習会等出席状況を記入

した本様式を添付してください。

検査実施状況等

区 分
検査実施の

可 否

処 理 可 能

件数／月間
エ ッ ク ス 線 装 置

機 種 名 ・ メ ー カ ー

注腸エックス線検査 可・否

（小焦点 ㎜ 大焦点 ㎜）

講 習 会 等 の 区 分
出 席 回 数

点 数
年 度 年 度 年 度

大腸がん検診従事者講習会 （全県 ５点） 回 回 回

各地区大腸がん検診従事者講習会 （東中西部 ２点） 回 回 回

消化器疾患研究会 （東部 ２点） 回 回 回

胃がん検診症例研究会 （東部 ２点） 回 回 回

胃疾患研究会 （東部 １点） 回 回 回

消化器病研究会 （中部 ２点） 回 回 回

消化器がん検診症例検討会 （中部 ２点） 回 回 回

消化管研究会 （西部 １点） 回 回 回

山陰消化器研究会 （全県 ２点）※ 回 回 回

消化器内視鏡学会 （２点）※ 回 回 回

消化器病学会 （２点）※ 回 回 回

消化器集団検診学会 （２点）※ 回 回 回

その他（消化器関連の学会含）※ 回 回 回

合 計 点 数

（※については受講票または参加証の写しを添付すること）
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鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
１ 目 的

鳥取県肝臓がん検診等実施要領に基づいて市町村が実施する肝臓がん検診の精密検査医療機関を登録制にするこ
とにより、肝臓がん検診の精度管理を図る。

２ 登録方法等
（１） 登録を希望する医療機関は、鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録届出書（以下「届出書」という。）（様
式第１号）を所属の地区医師会を経由して鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に提出する。

（２） 健対協は、提出された届出書により肝臓がん検診精密検査登録医療機関（以下「登録機関」という。）を取り
まとめ、別記「鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準」により、鳥取県肝臓がん抑制対策評価委員会
（以下「評価委員会」という。）及び鳥取県健康対策協議会肝臓がん対策専門委員会（以下「専門委員会」とい
う。）で、登録機関を決定する。
ただし、評価委員会及び専門委員会は年２回しか開催されないことから、評価委員会委員長及び専門委員会

委員長により登録機関を決定し、次回の両委員会で承認を受ける場合もある。
（３） 登録を辞退するときは、所属の地区医師会を経由して健対協に届け出る。
（４） 届出書は、地区医師会が保管する。

３ 登録医療機関名簿の作成等
（１） 健対協は、上記により決定した登録機関の名簿を作成し、地区医師会及び県健康対策課に送付する。
（２） 県健康対策課は、登録機関の名簿を各保健所、保健所支所及び各市町村に送付する。

４ 庶 務
肝臓がん検診精密検査医療機関登録に関する事務は、健対協において行う。

５ その他
この要綱に定めるもののほか、肝臓がん検診精密検査医療機関登録に関して必要な事項は、評価委員会及び専門

委員会で定める。

附 則 この要綱は、平成１０年度から適用する。

（別 記）
鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。
３ 精密検査として、少なくとも血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査及びHCV―RNA
検査（アンプリコア定性法）が実施できること。

４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。
（１） 走査方式は、電子コンベックス方式が可能であること。
（２） プローブは、１２８素子以上の高密度多素子プローブであること。
（３） ２系統以上の距離計測機能を有していること。
（４） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラのいずれかの画像記録装置を有していること。
（５） 観察用モニターは、９インチ以上であること。
５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。
６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。ただし、肝臓
がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数
肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県１回／年 ５点
山陰肝・胆・膵研究会 全県１回／年 ２点
消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点
東部地区腹部超音波研究会 東部４回／年 ２点
腹部画像診断研究会 中部６回／年 ２点
肝炎治療セミナー 中部２回／年 ２点
肝・胆・膵研究会 西部６回／年 ２点
消化器超音波研究会 西部４回／年 ２点
西部腹部超音波研究会 西部２回／年 ２点

（注）上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議することとする。
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（様式第１号）

鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録届出書

医療機関名

（診療科名）

（ ふ り が な ）

担当医師氏名

所 在 地 （〒 ― ）

TEL （ ） ―

（１） 超音波検診機器

機 種 メーカー

走査方式 プローブ 素子

画像記録装置 観察用モニター インチ

（２） 腹部超音波検査臨床例

例／年

（３） 肝臓がん検診従事者講習会等出席状況

※過去３年間の出席状況及び取得点数を記入してください。

当施設は、鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録実施要綱に基づく登録要件を満たしていますので、届け出い

たします。

平成 年 月 日

施設長氏名 印

鳥取県健康対策協議会会長 様

※担当医師が複数の場合は、医師ごとに担当医師氏名と（３）を記入した本様式を添付してください。

講 習 会 等 の 区 分 出 席 年 × 出 席 回 数 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会

（全県 ５点）

山陰肝・胆・膵研究会 （全県 ２点）

消化器疾患研究会 （東部 ２点）

東部地区腹部超音波研究会（東部 ２点）

腹部画像診断研究会 （中部 ２点）

肝炎治療セミナー （中部 ２点）

肝・胆・膵研究会 （西部 ２点）

消化器超音波研究会 （西部 ２点）

西部腹部超音波研究会 （西部 ２点）

その他

（ ）

合 計 点 数
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◎現像 機種名 メーカー
◎胸部単純エックス線撮影の１か月の平均撮影枚数 枚

鳥取県肺がん医療機関検診実施（一次検診）医療機関登録
医療機関の主な注意事項
（１） 検診項目
�１ 問診
�２ 胸部写真撮影
�３ 喀痰検査対象者の選定及び喀痰容器配布
＊喀痰検査対象者：原則として、次のいずれかに該当する者とする。
ア 年齢５０歳以上で喫煙指数（一日本数×年数）６００以上の者。
イ ６か月以内に血痰のあった者。
ウ 上記の他、医師が必要と認めた者。

（２） 検査方法
�１ 問診
�２ 胸部エックス線写真撮影
・被検者との管球距離を１．５m以上とし、定格出力１５０kV以上の撮影装置を用い、希土類システム（希土類の増
感紙及びオルソタイプのフィルム）により、１２０kV以上の高圧撮影とする。

・直接撮影大角１枚。
・読影は必ず各地区肺がん検診読影会で実施。

検診実施医療機関の医師が胸部エックス線写真を持参し、読影会に参加する。その際、必要に応じて、
比較読影フィルムを持参すること。

�３ 喀痰検査
・３日間蓄痰法。
・喀痰検査はすべて財団法人鳥取県保健事業団に委託。

（３） 結果報告
検診結果を「肺がん検診票」に記入し、原則として、当該月に実施した検診分を翌月１５日までに、検診料請求書

と併せて該当市町村に送付する。
鳥取県肺がん医療機関検診実施届出書

医療機関名
（診 療 科）
（ ふ り が な ）

担当医師氏名

所 在 地 （〒 ― ）

TEL （ ） ―

＊ 記載いただいた機種については、管轄保健所に届出られている機種と照合いたしますので、このたび届出される
装置と保健所に届けてある装置が異なる場合は、すみやかに更新手続きを行ってください。
当施設は、上記条件を含む、鳥取県肺がん医療機関検診実施要領に基づき、肺がん検診を実施できますので、届け

出いたします。
その他参考項目

平成 年 月 日
施設長氏名 印

鳥取県健康対策協議会長 殿

◎胸部エックス線撮影装置
機種名 メーカー
被検者との管球距離 m
撮影装置定格出力 kV

◎撮影電圧設定値 kV

◎フィルム 規格名 メーカー

◎増感紙 規格名 メーカー
◎胸部エックス線フィルム読影

胸部エックス線フィルムは読影会にすべて持参する。
◎喀痰検査：喀痰検査はすべて（財）鳥取県保健事業団に委託する。
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鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録実施要綱
１ 目 的

鳥取県乳がん検診実施指針に基づいて市町村が実施する乳がん検診の一次検診医を登録制にすることにより、乳
がん検診受診機会の拡大及び検診精度の向上を図ることを目的とする。

２ 実施方法等
（１） 登録を希望する医師は、鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録届出書［以下「届出書」という（様式第
１号）］を所属の地区医師会を経由して鳥取県健康対策協議会（以下「健対協」という。）に提出する。

（２） 健対協は、提出された届出書により、鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医（以下「登録医」という。）を取
りまとめ、別記「鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準」により、鳥取県成人病検診管理指導協議会
乳がん部会及び鳥取県健康対策協議会乳がん対策専門委員会（以下「部会等」という。）で登録医を決定する。
ただし、部会等は年２回しか開催されないことから、部会等の長によって登録医が決定される場合もあり、

その場合、次回の部会等で報告がなされる。
（３） 登録を辞退するときは、所属の地区医師会を経由して健対協に届け出る。
（４） 届出書は、地区医師会が保管する。

３ 登録医名簿の作成等
（１） 健対協は、上記により決定した登録医の名簿を作成し、地区医師会及び県健康対策課に送付する。
（２） 県健康対策課は、登録医療機関の名簿を保健所及び市町村に送付する。

４ 登録の更新
（１） 登録の更新は原則として３年に１回実施することとし、平成１５年度当初から適用する。
（２） 年度中途で登録された者の登録期間は、次回の更新時期までの期間とする。
（３） 更新手続きは、登録手続きに準じて行うものとする。

５ 庶 務
乳がん医療機関検診一次検診医登録に関する事務は、健対協において行う。

６ その他
この要綱に定めるもののほか、乳がん医療機関検診一次検診医登録に関して必要な事項は、部会等で定める。

［附則１］
この要綱は、平成１２年８月５日から適用する。
この要綱は、平成１４年１０月から施行し、平成１５年度の事業から適用する。

（別 記）
鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準

１ 登録資格は医師とし、専攻科は問わない。
２ 乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１２点以上取得していること。ただし、乳がん検診従事者講
習会及び鳥取県検診発見がん症例検討会には、必ず１回は出席していること。

３ 新規登録の場合は、次のいずれかを受講すること。
（１） 原則として健対協の主催する一次検診医講習会を受講すること。なお、この講習会は、乳がん及び乳がん検
診についての一般的知識、特に視診及び触診に重点をおいた診断法、触診の実技の習得を目的とし、乳がん検
診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会に引き続いて年１回開催するものである。

（２）（１）の講習会を受ける事ができなかった場合は、部会等の長が指名した部会及び委員会の医師系委員から（１）
に準じた指導を受けること。この場合、指導した医師が、一次検診医として十分能力が得られたと認定した時
点をもって終了する。

４ 上記２、３にかかわらず、次に該当する場合は、登録できものとする。
（１） 日本乳癌学会認定の専門医、認定医
（２） 日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員
５ 平成１４年度に乳がん医療機関検診一次検診医に登録されており、同年度内に更新手続を行う医師については、乳
がん検診従事者講習会等の受講点数を過去２年間に８点以上取得し、乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見
がん症例検討会に出席していれば、更新を認めるものとする。

（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び
鳥取県検診発見乳がん症例検討会

全県１回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東部・中部・西部各１回／年 ３点

中国・四国乳腺研究会 １回／年 ３点

山陰乳癌研究会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点
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様式第１号

鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録届出書（新規・更新）

１ 乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会等出席状況

過去３年間の出席状況及び取得点数を記入してください。

２ 一次検診医講習会等出席状況（新規登録の場合のみ）

�１、�２のどちらかを○で囲み、出席年月を記入してください。

�１ 一次検診医講習会に出席（平成 年 月）

�２ 一次検診医講習会でなく、個別指導を受けた（平成 年 月）

３ 日本乳癌学会認定の専門医・認定医、日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員の方は、その旨を記入してくだ

さい。

鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録実施要綱に基づく登録必要条件を満たしていますので、届け出いたしま

す。

平成 年 月 日

医療機関名

所 在 地

氏 名 印

鳥取県健康対策協議会会長 様

会 の 名 称
出 席 年 × 回 数

点 数
年 年 年

乳がん検診従事者講習会及び

鳥取県検診発見乳がん症例検討会 （５点） 回 回 回 点

日本乳癌学会 （５点）※ 回 回 回 点

日本乳癌検診学会 （５点）※ 回 回 回 点

各地区症例検討会 （３点） 回 回 回 点

中国・四国乳腺研究会 （３点）※ 回 回 回 点

山陰乳癌研究会 （３点） 回 回 回 点

鳥取県乳腺疾患研究会 （３点） 回 回 回 点

その他乳癌関連学会、研究会 （３点）※
�
�
�
�

�
�
�
�

回 回 回 点

回 回 回 点

回 回 回 点

合 計 点 数 点

（※については、受講票又は参加証の写しを添付すること。）
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あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、成人病検診管理指導協議会の各部会

と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重ね、会長の言葉にもあるよ

うに一層の向上に努めております。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書の第８報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々御助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。平成１３年度は新しくアレルギー性疾患対策専門委員会を設置しております。

最後に、発刊に際し、今年度は県医師会理事宮�博実先生には大変な御苦労をおかけしました。ま

た、県医師会事務局の岩垣陽子さん、小林昭弘さんには何時もの様に強力なお手伝を頂きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 岡 本 公 男
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